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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
経
済
面
で
は

デ
フ
レ
の
継
続
、
円
高
、
新
興
国
製
品
の
攻

勢
、
そ
し
て
巨
大
市
場
と
な
っ
た
新
興
国
市

場
を
巡
る
競
争
激
化
等
、
ま
た
政
治
面
で
は
、

中
国
、
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
、
消
費
税
増

税
論
議
の
混
迷
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
等
の
将
来
の
日
本
に
と
っ
て
不

可
避
の「
国
を
開
く
」政
策
を
巡
る
混
乱
等
々
、

経
済
・
政
治
両
面
で
、
ま
さ
に�
内
憂
外
患
�

の
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ

こ
で
、
足

元
の
日
本
経
済

を
概
観
し
ま
す

と
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国

内
総
生
産
）
は
、

〇
九
年
一
〇
―

一
二
月
期
か
ら

一
〇
年
七
―
九

月
期
ま
で
四
期

連
続
の
プ
ラ
ス

成
長
を
遂
げ
、

回
復
基
調
で
推

移
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
企

業
業
績
も
、
一

二
月
二
日
に
公

表
さ
れ
た
一
〇
年
七
―
九
月
期
の
財
務
省
・

法
人
企
業
統
計
で
は
、
前
年
同
期
比
で
売
上

高
は
六
・
五
％
増
、
経
常
利
益
は
五
四
・
一
％

増
と
引
き
続
き
改
善
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
自
動
車
等
の
政
策
支
援

が
縮
小
し
て
い
く
中
で
、
鉱
工
業
生
産
指
数

は
一
〇
年
五
月
を
ピ
ー
ク
に
、
低
下
傾
向
に

あ
り
、
加
え
て
、
欧
州
の
財
政
不
安
な
ど
で

為
替
相
場
や
海
外
経
済
に
は
懸
念
材
料
が
残

る
な
ど
、
日
本
経
済
の
先
行
き
は
引
き
続
き

不
透
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
県
内
経
済
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

大
規
模
小
売
店
販
売
額
が
前
年
同
期
比
で
久

し
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と
な
る
な
ど
、
個
人
消
費

は
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
生
産
活

動
に
つ
い
て
は
、
輸
送
用
機
械
等
が
減
少
に

転
じ
る
な
ど
、
持
ち
直
し
の
ペ
ー
ス
が
弱
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
内
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、

有
効
求
人
倍
率
が
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る

も
の
の
、
完
全
失
業
率
は
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
今
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
・
大
学
生
の

就
職
内
定
状
況
も
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢
が

続
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
一
一
年
度
の
日
本
経
済
を
展

望
い
た
し
ま
す
と
、
主
要
経
済
研
究
機
関
等

の
実
質
経
済
成
長
率
予
測
は
、
内
外
需
と
も

に
伸
び
が
大
き
く
鈍
化
し
、
二
〇
一
〇
年
度

予
測
の
三
％
程
度
を
下
回
る
一
％
台
前
半
と

い
う
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

内
経
済
の
見
通
し
は
、
私
が
理
事
長
を
務
め

て
い
る
�
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団
の
予

測
で
は
一
・
三
％
を
見
込
ん
で
お
り
、
日
本

経
済
、
県
内
経
済
と
も
に
将
来
の
不
確
実
性

を
抱
え
な
が
ら
低
成
長
を
続
け
る
と
い
う
姿

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

翻
っ
て
企
業
経
営
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

そ
こ
に
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う

日
本
経
済
の
構
造
的
な
問
題
が
控
え
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
進
行

は
、
経
済
、
社
会
両
面
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
と
も
に
、
企
業
経
営
に
高
く
そ
し
て

厚
い
壁
と
な
っ
て
、
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
現
実
か
ら
逃
避
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
経
済
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
治
の
世
界
は
消
費
税
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
へ
の
対
応
等
で
、

混
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

い
え
ば
、
そ
の
萌
芽
は
一
九
八
九
年
一
一
月

に
日
本
が
当
時
強
力
に
推
進
し
て
い
た
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
の

第
一
回
会
合
に
遡
る
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
二

〇
年
以
上
が
経
過
し
て
も
、
ま
っ
た
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
状
況
は
進
展
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
こ
そ
、「
百
家
争
鳴
」
か
ら
「
迅
速

果
断
」
に
歩
み
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
る
の
で
す
。

次
に
、
今
年
の
企
業
経
営
を
巡
る
課
題
と

会
の
運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
経
営
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
の
大
き
な
流
れ
に
、
ど
う
対
応
す
べ
き

か
今
一
度
真
剣
に
考
え
、
そ
し
て
実
行
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
決
し
て
悲
観
論

に
陥
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
す
る
新

興
国
需
要
を
果
実
と
し
て
ど
う
確
保
す
る
か
。

今
一
四
〇
〇
万
人
の
七
五
歳
以
上
人
口
は
、

二
〇
年
後
に
二
三
〇
〇
万
人
へ
と
九
〇
〇
万

人
も
増
加
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
貯
蓄
も
あ

る
後
期
高
齢
者
市
場
の
急
速
な
増
大
に
対
応

し
、「
豊
か
な
加
齢
」
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
ど
う
組
み
立
て
て
い
く
か
。
ま
た
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
等
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
成

長
市
場
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
市
場
を
自
社
成
長
の
原
動
力
に

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を

真
剣
に
考
え
、
そ
し
て
決
断
・
実
行
す
る
時

期
が
来
て
い
る
の
で
す
。
企
業
が
衰
退
す
る

最
大
の
原
因
は
�
変
化
し
な
い
こ
と
に
あ

る
�と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
向
き
の
議
論
・

経
営
を
脱
し
、
人
材
や
組
織
を
作
り
変
え
る

覚
悟
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

企
業
経
営
に
お
い
て
、
単
な
る「D

ecision

」

で
は
な
く
、「Judgem

ent

」
が
問
わ
れ
る
よ

う
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
過
去
の

経
験
、
事
例
か
ら
「D

ecision

」
す
る
の
で

は
な
く
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
か
つ
リ
ス

ク
を
踏
ま
え
た
「Judgem

ent

」
を
す
べ
き

な
の
で
す
。
こ
れ
が
企
業
経
営
を
巡
る
最
大

の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

続
い
て
、
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
年
度
の
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て
、「�
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�
の
実
現
に
向
け
、
企
業
、

埼
玉
県
、大
学
等
々
多
方
面
の�
外
部
の
知
�

の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
ま
さ
に
オ
ー
プ
ン
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
果
た
し

て
い
く
と
と
も
に
、
併
せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
旺
盛
な
人
材
育
成
に
も
注
力
し
て
い
く
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
昨
年
は
従
来
の
取

り
組
み
に
加
え
て
、「
埼
玉
大
学
と
の
特
別

公
開
講
座
」
の
新
設
、「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
充
実
、「
企
業
経
営
動
向
調
査
・
特
別
調

査
」
の
新
設
、
さ
ら
に
は
会
員
企
業
の
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
の
推
進
に
向
け
て
、
そ
の
貴
重

な
戦
力
と
な
り
う
る
人
材
確
保
等
の
観
点
か

ら
、「
外
国
人
留
学
生
の
活
用
等
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
」
の
開
催
、「
留
学
生
の
採
用
ニ
ー
ズ

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施
な
ど

の
新
し
い
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
も
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
、
埼
玉
県
経
済
の
更
な
る
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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十
二
月
七
日
�
十
四
時
三
〇
分
よ
り

正
副
会
長
会
議
を
、
引
き
続
き
十
五
時

三
〇
分
よ
り
理
事
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
正
副
会
長
会
議
で
は
理
事
会

に
諮
る
議
事
案
件
等
を
ご
協
議
い
た
だ

き
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど
を

頂
戴
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、

冒
頭
、
利
根
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
長
は
最
初
に
現
下
の
経
済
情
勢
・
雇

用
情
勢
に
触
れ
、
そ
の
後
、
二
二
年
度

の
主
要
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
「
本

年
度
の
基
本
方
針
で
掲
げ
た
、
オ
ー
プ

ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
コ
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機

能
・
役
割
を
果
た
す
等
の
方
針
を
具
体

化
す
る
た
め
に
、
新
事
業
で
あ
る
埼
玉

大
学
経
済
学
部
と
の
共
催
に
よ
る
合
同

公
開
特
別
講
座
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

拡
充
、
企
業
動
向
調
査
・
特
別
調
査
さ

ら
に
は
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
推
進
で
き
ま

し
た
の
も
、
偏
に
理
事
各
位
の
、
お
力

添
え
の
お
か
げ
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。」
と
理
事
各

位
へ
の
謝
意
を
表
し
た
。

そ
し
て
「
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
国
内
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
縮
小
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行

に
伴
う
新
興
国
と
の
競
争
激
化
等
を
踏

ま
え
る
と
、
中
長
期
的
に
は
そ
の
厳
し

さ
は
更
に
増
し
て
く
る
も
の
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
企
業
を
成
長

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
こ
れ
思
案
す
る

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
前
に
進
み
ま
せ

ん
。
京
都
大
学
教
授
で
、
第
一
次
南
極

観
測
隊
の
越
冬
隊
長
を
務
め
ら
れ
た
故

西
堀
栄
三
郎
氏
は
、
著
書
�
石
橋
を
叩

け
ば
渡
れ
な
い
�
の
中
で
、『
探
検
家

は
調
査
を
し
て
か
ら
、
や
る
か
や
ら
な

い
を
決
め
る
と
い
う
方
法
は
と
り
ま
せ

ん
。
や
る
と
決
心
し
て
調
査
を
は
じ
め

ま
す
』
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

短
期
的
に
も
、
そ
し
て
中
長
期
的
に

も
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
現
在
、
私

た
ち
経
営
者
層
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
あ
る
意
味
で
は
�
冒
険
家
�
と
し

て
の
決
断
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
計

画
を
立
案
・
決
断
し
、
そ
し
て
実
行
す

る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
成
功
は
約
束

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
失
敗
を
重
ね
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
失

敗
と
は
成
功
と
何
も
し
な
い
こ
と
の
間

に
あ
る
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
失
敗

は
い
つ
も
何
か
を
教
え
て
く
れ
る
の
で

す
。
こ
れ
が
企
業
を
成
長
さ
せ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
思
想

正正
副副
会会
長長
会会
議議
、、
理理
事事
会会
開開
くく

今
こ
そ
決
断
・
実
行
の
時

失
敗
し
て
も
企
業
成
長
の
糧
に

講
演
す
る
菊
池
哲
郎
氏

懇
親
会
で
開
会
挨
拶
を
す
る

森
谷
副
会
長

講
演
謝
辞
な
ら
び
閉
会
挨
拶
を
す
る

本
多
副
会
長

懇
親
会
で
閉
会
挨
拶
を
す
る

藤
池
副
会
長

正
副
会
長
会
議

開
会
挨
拶
を
す
る
利
根
会
長

講
演
会
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家
、
ア
ラ
ン
の
『
悲
観
主
義
は
気
分
に

属
し
、
楽
観
主
義
は
意
思
に
属
す
る
』

と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
、
こ
う
し
た

時
代
、
明
る
く
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ

挨
拶
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
議

事
録
署
名
人
に
、
常
任
理
事
の
キ
ヤ
ノ

ン
電
子
�
の
池
田
繁
専
務
取
締
役
、
理

事
の
秩
父
石
灰
工
業
�
の
坂
東
秀
隆
代

表
取
締
役
社
長
を
選
任
。
続
い
て
、
議

事
に
入
り
、
事
務
局
説
明
の
後
に
、
以

下
の
議
案
す
べ
て
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

一
�
平
成
二
二
年
度
主
要
事
業
報
告

二
�
平
成
二
二
年
度
今
後
の
主
要
事
業

予
定

三
�
理
事
の
辞
任
並
び
に
選
任

四
�
新
会
員
の
承
認

理
事
会
終
了
後
、
毎
日
新
聞
常
勤
顧

問
菊
池
哲
郎
氏
よ
り
「
菅
政
権
で
大
丈

夫
か
？
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

講
演
の
中
で
、
菊
池
氏
は
、
鳩
山
政

権
か
ら
、
現
在
の
菅
政
権
ま
で
の
民
主

党
政
権
の
、
普
天
間
問
題
、
尖
閣
諸
島

の
中
国
漁
船
の
衝
突
事
件
、
消
費
税
増

税
、
年
金
・
社
会
保
障
等
の
諸
課
題
へ

の
対
応
・
取
り
組
み
を
、
長
い
マ
ス
コ

ミ
経
験
を
踏
ま
え
、
独
自
の
見
方
・
角

度
か
ら
、
評
価
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
、
日
本
の
将
来
展
望
を
含
め
、

時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
解

説
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
興
味
深
い
講

演
と
な
っ
た
。

続
い
て
、会
場
を
移
し
懇
親
会
を
開
催
、

し
ば
し
和
や
か
な
懇
談
の
後
、散
会
し
た
。

目
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催
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３
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学
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者
と
の
出
会
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の
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場

１８

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ

そ

１９

�
紙
上
名
刺
交
換
会

２０
〜
２２

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会

２３

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
見
直
し
・
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働

法

２４
〜
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�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

２７

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報

２８

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

２９
〜
３０

�
事
業
だ
よ
り
、「
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な

事
を
」

３１

�
告
知
板
、
埼
玉
音
協
等

３２

理事の辞任・選任について
１．辞任（敬称略・順不同）
役員名 辞 任 会 社 名 役 職 名 事 由
常任理事 小田孝次郎 新電元工業� 代表取締役社長 人事異動
常任理事 齊藤 俊雄 ボッシュ� 取締役副社長 人事異動
理 事 平原 雅翁 イーグル工業� 埼玉事業場 埼玉事業場長 人事異動
理 事 松尾 琢哉 �伊勢丹浦和店 店長 人事異動
理 事 長沼 昭 埼玉機器� 代表取締役社長 人事異動
理 事 萩原 正史 大栄不動産� 代表取締役社長 人事異動
理 事 市川 仁司 ダイニック�埼玉工場 工場長 人事異動
理 事 金子 修 東京インキ�吉野原工場 専務取締役 人事異動
理 事 宮越 勉 日本鋳鉄管� 取締役 人事異動
理 事 木村 啓三 飯能信用金庫 会長 人事異動
理 事 萩原 明彦 富士ゼロックス� 事業所長 会社事由
理 事 松井 洋明 富士電機機器制御�吹上事業所 総務部長 人事異動
理 事 大熊 和夫 �松田製作所 代表取締役社長 人事異動

２．選任（敬称略・順不同）
役員名 選 任 会 社 名 役 職 名 事 由
常任理事 森川 雅人 新電元工業� 代表取締役社長 人事異動
常任理事 押澤 秀和 ボッシュ� 専務取締役 人事異動
理 事 下村 孝夫 イーグル工業�埼玉事業場 埼玉事業場長 人事異動
理 事 横山 淳 �伊勢丹浦和店 店長 人事異動
理 事 日野 勝義 埼玉機器� 代表取締役社長 人事異動
理 事 石村 等 大栄不動産� 代表取締役社長 人事異動
理 事 永野 克治 ダイニック�埼玉工場 工場長 人事異動
理 事 星名 昇一 東京インキ�吉野原工場 工場長 人事異動
理 事 清野 邦夫 日本鋳鉄管� 取締役 人事異動
理 事 内田 哲 飯能信用金庫 理事長 人事異動
理 事 深澤 達也 富士電機機器制御�吹上事業所 人事総務部長 人事異動
理 事 鈴木 康三 �松田製作所 代表取締役社長 人事異動
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新
規
に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
企
業
を

対
象
と
す
る
会
員
企
業
交
流
会
が
十
一

月
二
五
日
�
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・

四
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
、
新
規
会
員
の

代
表
者
等
四
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

本
交
流
会
は
新
規
入
会
の
会
員
を
対

象
に
、
原
則
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は
平
成
二
〇
年
以
降
に
入

会
さ
れ
た
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
。

交
流
会
は
、
ま
ず
利
根
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
っ
た
。
会
長
は
、
本
会
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、「
こ
の
一
年

を
振
り
返
る
と
、
経
済
面
で
は
、
デ
フ

レ
の
継
続
、
円
高
、
そ
し
て
新
興
国
製

品
の
攻
勢
等
、
ま
た
政
治
面
で
は
、
中

国
、
ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題
、
消
費
税

論
議
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
将
来
の
日

本
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
�
国
を
開

く
�
政
策
論
議
の
混
迷
等
、
経
済
・
政

治
両
面
で
、
ま
さ
に
�
内
憂
外
患
�
の

一
年
で
あ
っ
た
。

新
し
き
年
を
展
望
し
て
も
、
残
念
な

が
ら
こ
の
状
況
は
好
転
す
る
と
い
う
展

望
は
描
け
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢
が
続
く
も

の
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
企
業
経
営

に
目
を
転
じ
る
と
、
自
社
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
が
、
今
は
考
え
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
を
積
極
的
に
と

っ
て
、
自
ら
の
企
業
を
変
革
さ
せ
て
い

く
と
い
う
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。

厳
し
い
情
勢
は
続
く
が
、
強
い
信
念

で
自
社
の
変
革
、
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
い
。」
と
述
べ
挨
拶
を
終
了

し
た
。

続
い
て
、
出
席
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
三
国
専
務
理
事
よ
り
本

会
の
活
動
状
況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
に
講
演
に
移
り
、
経
済
産
業
省
・

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
次
長
櫻
井
成

好
氏
よ
り
、「
日
本
の
産
業
の
あ
る
べ

き
姿
と
処
方
箋
〜
日
本
は
今
後
何
で
稼

ぎ
、
雇
用
し
て
い
く
の
か
」
と
題
し
、

政
府
の
新
成
長
戦
略
の
骨
格
と
な
っ
た

「
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
一
〇
」
を

中
心
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。（
講
演
要

旨
は
下
記
の
通
り
）

そ
し
て
講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
が
大
い

に
図
ら
れ
た
。

〔
講
演
要
旨
〕

産
業
構
造
ビ
シ
ョ
ン
二
〇
一
〇
で
実

現
す
べ
き
こ
と
は
、
国
を
挙
げ
た
産
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
強
化
を
図
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

世
界
の
主
要
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
市
場
の
変

化
に
遅
れ
た
日
本
産
業
の
「
行
き
詰
ま

り
」
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
の

日
本
経
済
の
成
長
神
話
か
ら
脱
却
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
認
識
に

立
っ
て
、
政
府
・
民
間
を
通
じ
た
「
四

つ
の
転
換
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
は
、
隠
れ
た
強
味
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
る
「
新
・
産
業
構
造
」

の
構
築
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
従
来
の
自
動
車
依
存

の�
一
本
足
打
法
�か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
・

シ
ス
テ
ム
輸
出
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
課
題
解
決
産
業
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
文
化
産
業
、
医
療
・

介
護
・
健
康
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
、
ロ

ボ
ッ
ト
・
宇
宙
等
の
先
端
分
野
の
戦
略

的
な
五
分
野
の
「
八
ヶ
岳
構
造
」
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
は
、
企
業
の
事
業
戦
略
と
一
体

と
な
っ
た
国
際
標
準
化
戦
略
の
推
進
、

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
見
据
え
た
産
業
再

編
・
棲
み
分
け
等
に
よ
る
�
技
術
で
勝

っ
て
、
事
業
で
も
勝
つ
�
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
転
換
へ
の
支
援
で
あ
る
。

第
三
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
国

内
雇
用
」
の
二
者
択
一
か
ら
脱
却
し
、

海
外
か
ら
の
高
付
加
価
値
機
能
の
呼
び

込
み
、
中
小
企
業
の
海
外
市
場
開
拓
支

援
等
の
積
極
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
内

立
地
競
争
力
の
強
化
等
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

フ
ラ
強
化
に
よ
る
雇
用
創
出
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。

第
四
は
、
国
家
間
の
熾
烈
な
付
加
価

値
獲
得
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
戦

略
的
な
「
政
・
官
・
民
」
連
携
、
産
学

官
が
結
集
し
た
新
た
な
研
究
開
発
・
性

能
評
価
拠
点
の
構
築
等
、
政
府
の
役
割

の
転
換
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
転
換
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
国
と
企
業
の
壁
、
省
庁

の
壁
、
国
と
地
方
の
壁
を
越
え
、
グ
ロ

ー
バ
ル
大
競
争
時
代
に
打
ち
勝
つ
戦
略

の
構
築
と
速
や
か
な
実
施
が
不
可
欠
で

あ
る
。

強
い
信
念
で
変
革
、改
革
を

新
入
会
企
業
と
の
交
流
会
開
か
る

開会挨拶をする利根会長

協会の活動状況を説明する三国専務理事

講演をする関東経済産業局産業部次長
櫻井成好氏

会員交流会全景

懇親会で挨拶する森谷副会長

― ４ ―
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西部地区
協 議 会

先先
端端
科科
学学
のの
三三
研研
究究
室室
見見
学学

理理
化化
学学
研研
究究
所所
でで
開開
催催
ささ
れれ
るる

中
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
片
岡
和

久
東
京
電
力
�
執
行
役
員
埼
玉
支
店

長
）
が
十
一
月
二
二
日
�
、
錦
糸
町
の

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
で
四
十
七

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
開
会
前
に
、
当
ホ
テ
ル
二
四

階
レ
ス
ト
ラ
ン
に
上
が
り
、
二
〇
一
二

年
春
開
業
予
定
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

展
望
を
楽
し
ん
だ
後
に
、
協
議
会
を
開

会
し
た
。

会
は
片
岡
議
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

三
国
専
務
に
よ
る
事
務
局
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
講
演
会
に
移
り
、

ま
ず
、
東
武
鉄
道
�
賃
貸
事
業
本
部

Ｓ
Ｃ
事
業
部
部
長
尾
形
正
昭
氏
よ
り
、

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
設
概
要
」

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、ま
ず
押
上
・
業
平
橋
駅
周
辺

地
区
の
概
要
説
明
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
開
発
計
画
の
概
要
、
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、そ
し
て
、最
後
に
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
建
設
概
要
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
併
用
し
な
が
ら

の
視
覚
的
効
果
の
高
い
講
演
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
�
東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
常
務
取
締
役
今
野
真
一
郎
氏

よ
り「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
地
区
熱
供
給

（
地
域
冷
暖
房
�
Ｄ
Ｈ
Ｃ
）の
最
先
端
環

境
技
術
」に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
ま
ず
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
先
導
的
な
省
Ｃ
Ｏ
２

技
術
の

概
要
説
明
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
世
界

最
高
水
準
の
高
効
率
熱
源
機
器
や
大
容

量
水
蓄
熱
槽
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
概
要
、

施
工
手
順
、
地
中
熱
利
用
設
備
の
詳
細

内
容
、
そ
し
て
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

の
導
入
効
果
等
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

世
界
中
の
注
目
を
集
め
て
い
る
最
先

端
環
境
技
術
の
講
演
で
あ
り
、参
加
者
に

と
っ
て
大
変
興
味
深
い
講
演
と
な
っ
た
。

な
お
、
講
演
終
了
後
、
交
流
会
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
大
い
に
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

西
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
押
澤
秀

和
ボ
ッ
シ
ュ
�
専
務
取
締
役
）
が
十
一

月
十
一
日
�
、
和
光
市
の
理
化
学
研
究

所
で
、
二
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

会
は
、
押
澤
議
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
理
化
学
研
究
所

社
会
知
創

生
事
業

連
携
推
進
部

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
推
進
課
の
生
越
課
長
よ
り
、「
理
化

学
研
究
所
の
概
要
と
産
業
界
連
携
活
動

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
ま
ず
理
化
学
研
究
所
の
歴

史
・
精
神
・
使
命
に
始
ま
り
、
続
い
て

理
研
の
目
指
す
「
社
会
知
創
生
事
業
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

本
事
業
は
、「
社
会
に
貢
献
し
、
信

頼
さ
れ
る
理
研
」
を
実
現
す
る
た
め
、

人
類
社
会
が
直
面
し
て
い
る
重
要
課
題

の
解
決
を
め
ざ
す
課
題
解
決
型
研
究
を

理
研
の
総
合
力
を
生
か
し
て
組
織
横
断

的
に
推
進
し
、
社
会
の
発
展
や
革
新
に

役
立
つ
「
社
会
知
」
を
創
生
す
る
。

さ
ら
に
、
産
業
界
や
病
院
等
と
の
強

固
な
連
携
で
構
築
し
た
技
術
移
転
の
場

�
�
バ
ト
ン
ゾ
ー
ン
�
に
お
い
て
、
理

研
の
知
を
活
用
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
基
盤
と
な
る
「
社
会
知
」
を
創
生
す

る
と
い
う
事
業
内
容
で
あ
る
。

バ
ト
ン
ゾ
ー
ン
と
は
、
新
し
い
産
学

連
携
の
形
で
あ
り
、
技
術
移
転
を
効
果

的
に
進
め
る
た
め
に
、
理
研
の
研
究
者

と
産
業
界
の
研
究
者
・
技
術
者
が
一
定

の
期
間
、
同
じ
方
向
に
全
力
で
突
き
進

む
場
と
制
度
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
、

そ
の
骨
格
と
な
る
、「
産
業
界
と
の
融

合
的
連
携
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
連
携

促
進
研
究
員
制
度
」、「
理
研
ベ
ン
チ
ャ

中部地区
協 議 会

世世
界界
最最
高高
水水
準準
のの
東東
京京
スス
カカ
イイ
ツツ
リリ
ーー

にに
最最
先先
端端
環環
境境
技技
術術
をを
学学
ぶぶ

開
会
挨
拶
を
す
る
片
岡
議
長

講
演
�「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
設
概
要
」

２４
階
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
臨
む

事
務
局
報
告
を
す
る
三
国
専
務
理
事

講
演
�
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
地
区

熱
供
給
の
最
先
端
技
術
」

開
会
挨
拶
を
す
る
押
澤
議
長

― ５ ―
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南部地区
協 議 会

レレ
ンン
ゴゴ
ーー
��
東東
京京
工工
場場
でで

もも
のの
つつ
くく
りり
のの
基基
本本
学学
ぶぶ

ー
制
度
」
等
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
が
行
わ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
参
加
者
は
三
班
に
分

か
れ
、
以
下
の
先
端
科
学
研
究
を
行
っ

て
い
る
三
研
究
室
を
見
学
し
た
。

�
情
報
科
学
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
分
野「
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
」

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い

た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
情
報
と
モ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
で
実
際
の
情
報
を
組

合
わ
せ
た
立
体
映
像
で
自
動
車
周
辺
の

空
気
の
流
れ
や
バ
ー
チ
ャ
ル
野
球
場
を

体
感
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ル
ー
ム
に
入
室
し
、
国
内
最

高
速
ク
ラ
ス
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
見
学
し
た
。

�
加
速
器
科
学
分
野

「
生
物
照
射
チ
ー
ム
」

高
速
重
イ
オ
ン
が
生

物
に
与
え
る
様
々
な
効

果
の
研
究
や
理
研
の
重

イ
オ
ン
加
速
器
を
利
用

し
て
生
ま
れ
た
様
々
な

「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
の

植
物
に
関
す
る
研
究
内

容
の
説
明
を
受
け
た
。

�
工
学
、ナ
ノ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
「
極
微
デ
バ

イ
ス
光
学
研
究
室
」

ナ
ノ
の
世
界
で
は
奇

妙
な
現
象
が
起
こ
り
、

今
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と

は
違
っ
た
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
が
出
来
る
。

不
思
議
な
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
の
世
界
と
そ

の
将
来
性
・
可
能
性
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
た
。

各
参
加
者
か
ら
は
積
極
的
な
質
問
も

出
て
、
有
意
義
な
見
学
会
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
本
会
三
國
専
務
理

事
よ
り
、
理
化
学
研
究
所
へ
の
謝
辞
な

ら
び
に
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
西
部
地

区
協
議
会
は
終
了
し
た
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
小
嶋
隆

善
�
小
島
鉄
工
所
社
長
）
が
十
一
月
十

七
日
�
、
レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
東
京
工

場
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
三
十
一
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開

会
で
挨
拶
に
立
っ
た
小
嶋
隆
善
議
長
は
、

円
高
等
々
で
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
も
の
つ
く
り
の
基
本

と
も
い
え
る
こ
の
レ
ン
ゴ
ー
東
京
工
場

で
学
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
の
経
営
、

製
造
等
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

次
に
、
事
務
局
報
告
と
し
て
三
国
雅

裕
専
務
理
事
が
、
埼
玉
大
学
と
の
合
同

特
別
公
開
講
座
、
外
国
人
留
学
生
の
活

用
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
も

の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

等
と
、
埼
玉
音
楽
文
化
協
会
主

催
の
三
遊
亭
歌
之
介
の
独
演
会

開
催
の
各
種
事
業
の
案
内
を
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
時
こ
そ
、

大
い
に
当
会
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
報
告
し
た
。

続
い
て
、
結
田
康
弘
工
場
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
工
場
長
は
、
我
が
国
で
初

め
て
段
ボ
ー
ル
を
世
に
送
り
出

し
、
軽
薄
炭
少
で
世
界
一
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
東
京

工
場
は
、
七
十
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
関
東
地
区
の
主
力
工
場

講
演
す
る
理
化
学
研
究
所
生
越
課
長

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

生
物
照
射
チ
ー
ム

極
微
デ
バ
イ
ス
光
学
研
究
室

開
会
挨
拶
す
る
小
嶋
隆
善
議
長

― ６ ―
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『『
日日
本本
のの
農農
業業
をを
考考
ええ
るる
』』

北
部
地
区
協
議
会

金
子
農
機
�
で
開
催

で
あ
り
、
包
装
に
関
す
る
形
態
・
技
法
・

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
す
る
包
装
技
術

セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
、
最
新
鋭
の
生

産
設
備
、
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
、
環
境

に
も
配
慮
さ
れ
た
二
十
一
世
紀
の
段
ボ

ー
ル
工
場
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
工
場

見
学
が
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
と

話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
井
上
剛
製
造
部
長
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
デ
ザ
イ
ン
部
、
安
川
義
浩
包

装
技
術
セ
ン
タ
ー
部
長
に
よ
り
、
当
社

の
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
二
組

に
分
か
れ
、
工
場
見
学
が
行
わ
れ
た
。

工
場
見
学
で
は
、
原
紙
交
換
の
た
め

の
高
速
・
自
動
紙
継
ぎ
機
の
ス
プ
ラ
イ

サ
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
、
片
面
段
ボ

ー
ル
を
原
紙
（
表
ラ
イ
ナ
）
と
張
り
合

わ
せ
て
、
段
ボ
ー
ル
を
つ
く
る
装
置
で

あ
る
グ
ル
ー
マ
シ
ン
等
々
、
懇
切
丁
寧

に
案
内
い
た
だ
き
、
そ
の
高
速
製
造
に

は
大
い
に
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
包
装

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
過
剰
包
装
に
な

ら
な
い
よ
う
に
包
装
設
計
を
心
掛
け
て

い
る
こ
と
や
、
高
温
多
湿
や
低
温
な
ど

様
々
な
条
件
を
設
定
で
き
る
環
境
試
験

室
、
圧
縮
試
験
機
、
振
動
試
験
機
、
落

下
試
験
機
等
で
の
試
験
で
品
質
に
万
全

を
期
し
て
い
る
こ
と
等
、
説
明
い
た
だ

い
た
。

休
憩
、
質
疑
応
答
後
、
最
後
に
、
小

原
歯
車
工
業
�
小
原
敏
治
社
長
に
よ
り
、

謝
辞
と
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、南
部
地

区
協
議
会
は
盛
会
裏
の
内
に
終
了
し
た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
根
本
清

司
�
リ
ケ
ン
顧
問
）
が
十
一
月
八
日
�
、

羽
生
市
の
金
子
農
機
�
に
て
「
日
本
の

農
業
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、
二
十
七
名
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
根
本
議
長
は
、「
日

本
の
経
済
状
況
は
あ
ま
り
に
も
不
透
明

で
、
上
期
の
受
注
は
回
復
傾
向
な
が
ら

下
期
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
特
に
製

造
業
は
、
大
企
業
も
含
め
生
産
性
向
上

や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
更
な
る
改
善
努

力
も
必
須
と
な
る
。
現
下
の
円
高
状
況

で
も
世
界
に
負
け
な
い
も
の
づ
く
り
へ

の
挑
戦
が
必
要
」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い

て
本
会
三
国
雅
裕
専
務
理
事
は
事
務
局

報
告
と
し
て
、
次
世
代
産
業
育
成
へ
の

協
会
の
取
り
組
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財

育
成
や
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進
の
た
め

の
事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
。

引
き
続
き
、
金
子
農
機
�
の
金
子
常

雄
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
を

頂
戴
し
、
小
林
光
信
社
長
室
長
か
ら
会

社
概
要
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

金
子
農
機
�
は
大
正
元
年
、
一
九
一

二
年
創
業
の
歴
史
あ
る
メ
ー
カ
ー
で
来

年
は
創
業
百
周
年
を
迎
え
る
。
主
力
の

穀
物
乾
燥
調
製
機
器
は
カ
ネ
コ
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
国
内
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
。
ま
た
、
省
エ
ネ
燃
焼

装
置
や
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
水
耕
栽
培
シ
ス

テ
ム
の
開
発
な
ど
、
常
に
環
境
に
配
慮

し
た
新
製
品
開
発
・
研
究
を
し
て
お
り
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
製
品
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

〔
会
社
概
要
〕

社
名
�
金
子
農
機
株
式
会
社

創
立
�
大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）

資
本
金
�
四
〇
〇
〇
万
円

代
表
者
�
代
表
取
締
役
社
長

金
子
常
雄

従
業
員
�
二
四
〇
名

所
在
地
�
羽
生
市
小
松
台

一
―
五
一
六
―
一
〇

電
話
�
〇
四
八
―
五
六
一
―
二
一
一
一

概
要
説
明
後
、
金
子
重
雄
専
務
取
締

役
営
業
本
部
長
よ
り
、
�
農
業
機
械
の

現
状
、
�
農
業
白
書
五
〇
年
、
農
業
の

現
状
、
�
「
食
管
制
度
」「
農
地
制
度
」

「
農
協
制
度
」
と
「
一
所
懸
命
」、
�

こ
れ
か
ら
の
日
本
農
業
、
	
バ
イ
オ
マ

ス
関
連
事
業
、
な
ど
の
事
例
発
表
を
頂

い
た
。
金
子
専
務
は
、「
高
齢
化
や
脆

弱
化
が
叫
ば
れ
る
日
本
の
農
業
が
生
き

残
る
た
め
に
は
、
技
術
力
を
活
か
し
、

や
る
気
と
改
革
力
を
も
っ
た
農
家
の
育

成
に
注
力
す
べ
き
。
技
術
開
発
や
人
材

育
成
、
国
土
の
保
護
な
ど
に
税
金
を
投

入
す
る
べ
き
は
な
い
か
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ
、「
工
場
」

「
展
示
場
」「
籾
殻
燃
焼
装
置
等
（
省

エ
ネ
燃
焼
装
置
の
開
発
）」「
彩
の
葉
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
施
設
」
の
順
で
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
各
施
設
の
説
明
や
案
内

に
多
く
の
社
員
を
配
置
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
き
め

細
か
い
ご
配
慮
を
い
た
だ

い
た
。

普
段
は
な
か
な
か
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
穀
物
乾

燥
調
製
機
器
や
ベ
ビ
ー
リ

ー
フ
の
水
耕
栽
培
施
設
な

ど
を
見
学
し
、
農
業
や
食

糧
自
給
率
の
現
状
と
課
題
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
、
農

業
の
将
来
展
望
な
ど
の
講

話
や
説
明
か
ら
、「
日
本

の
農
業
を
考
え
る
」
き
っ

か
け
と
な
る
協
議
会
と
な

っ
た
。

歓
迎
挨
拶
す
る
結
田
康
弘
工
場
長

根
本
清
司
北
部
地
区
協
議
会
議
長

（
�
リ
ケ
ン
顧
問
）

歓
迎
挨
拶
す
る
金
子
常
雄

金
子
農
機
�
代
表
取
締
役
社
長

施
設
見
学

穀
物
遠
赤
外
線
乾
燥
機

― ７ ―
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第
三
十
五
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全

国
大
会
が
、
十
月
二
十
八
日
�
・
二
十
九

日
�
の
両
日
、
奈
良
県
経
営
者
協
会
青
年

経
営
者
部
会
が
主
管
と
な
り
、
法
相
宗
大

本
山

薬
師
寺
と
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開

催
さ
れ
た
。
同
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
若

手
経
営
者
を
中
心
に
約
百
七
十
六
名
が
参

加
し
た
。

当
埼
玉
か
ら
は
、
松
本
伸
一
郎
部
会
長

（
松
本
商
会
・
社
長
）
を
は
じ
め
、
川
本

武
彦
（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
副
部
会
長
、

梶
原
靖
友
（
梶
原
工
業
・
専
務
）
副
部
会

長
、
藤
池
一
誠
（
デ
サ
ン
・
専
務
）
副
部

会
長
、
並
び
に
、
�
島
英
司
（
シ
ー
エ
ス

サ
ー
ビ
ス
・
社
長
）幹
事
、
真
子
岳
志（
真

工
社
・
社
長
）
部
会
員
と
、
事
務
局
の
計

七
名
が
参
加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
一
時
か
ら
正
副
部
会

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
青
年
経
営
者
部
会

の
部
会
長
西
川
裕
信
氏（
奈
良
ニ
シ
カ
ワ
・

社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
。

続
い
て
、
全
国
十
一
（
愛
知
・
茨
城
・
岐

阜
・
京
都
・
高
知
・
埼
玉
・
堺
・
千
葉
・

奈
良
・
兵
庫
・
石
川
）
の
青
年
部
会
長
か

ら
各
地
の
活
動
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
全
国
大
会
の
式
典
が
始

ま
り
、
主
催
者
挨
拶
を
西
川
裕
信
部
会
長

が
行
い
、
続
い
て
、
奈
良
県
経
営
者
協
会

植
野
康
夫
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
、
奥
田
喜
則
奈
良
県
副
知
事
が
来
賓
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
青
年

部
会
紹
介
が
あ
り
、
正
副
部
会
長
会
議
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
日
本
の
こ
こ

ろ
」
と
題
し
、
薬
師
寺
管
主
山
田
法
胤
師

が
記
念
法
話
を
行
っ
た
。

山
田
法
胤
師
の
話
題
は
広
く
、
中
国
問

題
、
人
口
問
題
、
さ
ら
に
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

の
芸
術
問
題
に
ま
で
及
び
、
最
後
に
、「
喜

ん
で
与
え
る
人
間
と
な
ろ
う
、
も
の
が
あ

れ
ば
も
の
を
、
力
が
あ
れ
ば
力
を
、
知
識

が
あ
れ
ば
知
識
を
、
な
け
れ
ば
自
分
の
中

に
育
て
て
与
え
よ
う
。
花
は
美
し
さ
を
惜

し
ま
ず
、
小
鳥
は
楽
し
い
歌
声
を
惜
し
ま

ず
、
だ
れ
に
で
も
与
え
て
い
る
。
与
え
る

時
、
人
間
は
豊
か
に
な
る
。
惜
し
む
時
、

心
は
貧
し
く
な
る
。
喜
ん
で
与
え
る
人
間

と
な
ろ
う
」
と
法
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
せ

ん
と
く
ん
ダ
ン
サ
ー
ズ
、
河
内
家
菊
水
丸

一
座
が
賑
や
か
に
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
た
。
最
後
に
、
次
の
開
催
の
岐
阜
県
が

六
十
余
名
の
規
模
で
気
勢
を
上
げ
た
。
そ

し
て
、
三
十
七
回
は
高
知
県
、
三
十
八
回

は
兵
庫
県
、
そ
し
て
、
四
年
後
の
２
０
１

４
年
、
三
十
九
回
は
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
等
が
発
表
さ
れ
、
会
は
中
締
め
と

な
っ
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
祭
会
場
、
二
月
堂
、
東

大
寺
大
仏
殿
、
正
倉
院
展
を
見
学
し
、
相

互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
て
、
奈
良
で
の

全
国
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

奈奈
良良
でで
全全
国国
大大
会会
開開
催催

青
年
経
営

者

部

会

本
県
か
ら
部
会
長
ら
七
名
参
加

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

記
念
法
話
す
る
薬
師
寺
の

山
田
法
胤
管
主

開
会
挨
拶
す
る
西
川
裕
信
奈
良
青
年
経

営
者
部
会
長

参
加
し
た
当
会
部
会
員
と

「
せ
ん
と
く
ん
」

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

― ８ ―
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会員の皆様にご協力いただきました調査の結果がまとまりましたので、以下の通りご報告させていただきます。
【本件照会先 埼玉県経営者協会 根岸・宮田・村上 TEL０４８‐６４７‐４１００】

�調査対象 ……………………………８０５社

有効回答数 ………………………１５８社

回収率……………………………１９．６％

�業種内訳 �内製造業………………７９社
�内非製造業……………７９社

�資本金別（未記入１社）
�５０００万円以下………………………６０社
�５０００万円超～１億円以下…………３７社
�１億円超～３億円以下……………１７社
�３億円超……………………………４４社

企業動向調査・特別調査（１０年１０月実施）調査結果

調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�自社の業況を見ると最近のDI では、
全社－８、製造業－５、非製造業－１０
と前回調査比で、製造業が３０ポイント
を超える大幅な悪化となった。

�先行きのDI では、全社、製造業、非
製造業ともに－３０程度と更に悪化する
と予測している。

１０年１０月調査

－８

－５

－１０

－２９

－２９

－２８

１０年７月調査

＋１１

＋２６

－４

－４

＋２

－１０

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は全社－３３と、製造業の３９
ポイントの大幅な悪化を受け、２０ポイ
ントを超える悪化となった。

�先行きのDI は、更に悪化し全社－６０、
製造業－５５、非製造業－６５と極めて厳
しい見通しとなっている。

１０年１０月調査

－３３

－２７

－４０

－６０

－５５

－６５

１０年７月調査

－１２

＋１２

－３６

－２１

－９

－３３

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

調査レポート

�最近のDI は全社－３１、製造業－２４、
非製造業－３９と、３４～３９ポイントの大
幅悪化となった。

�先行きのDI は全社、製造業、非製造
業とも－６０を超え、５０ポイントを超え
る急激な悪化となるなど、更に厳しい
見通しとなっている。

１０年１０月調査

－３１

－２４

－３９

－６５

－６７

－６３

１０年７月調査

＋５

＋１５

－５

－７

－４

－９

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

― ９ ―



�－１．経営動向（売上高）

�最近の設備DI は、前回調査との比較
では、製造業では１９ポイント過剰感が
増している。

�先行きでは非製造業で過剰感が解消さ
れるのに対し、製造業では過剰感は高
まっている。

１０年１０月調査

＋８

＋９

＋７

＋２

＋９

－５

１０年７月調査

－２

－９

＋７

＋３

－１

＋７

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準DI は前回調査とほぼ
同水準で、在庫過大状況が続いている。

�先行きは最近のDI とほぼ同水準とな
っているが、前回調査比では過剰感が
拡大している。

１０年１０月調査

＋１２

＋１９

＋５

＋１０

＋１６

＋４

１０年７月調査

＋１１

＋１６

＋６

０

－２

＋２

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１０／７－９実績見込みは、非製造業を除き、
前期比増収を見込んでいるものの、１０年７月
調査見通し比では、１０ポイント程度悪化して
いる。

�１０年１０－１２見通しについては、７月調査見通
しに比べ、全体、製造業、非製造業ともに大
幅に悪化している。

（ ）内は１０年７月調査見通し

見込み（見通し）

１０／１０－１２

（＋１４）
－９

（＋１１）
－１８

（＋１７）
－１

１０／７－９

（＋２０）
＋９

（＋３１）
＋２１

（＋９）
－４

実 績

１０／４－６

＋１１

＋１７

＋４

１０／１－３

＋２１

＋４２

０

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１０／７－９実績見込みは、前期比で製造業を
除きマイナスに転じている。また、７月調査
見通し比では大幅に悪化している。

�１０／１０－１２見通しについては、７月調査見通
し比で大幅に悪化しており、前期比では、特
に製造業の落ち込みが激しくなっている。

（ ）内は１０年７月調査見通し

見込み（見通し）

１０／１０－１２

（＋９）
－６

（＋５）
－１１

（＋１４）
０

１０／７－９

（＋１８）
－３

（＋２７）
＋１１

（＋９）
－１７

実 績

１０／４－６

＋７

＋９

＋５

１０／１－３

＋３２

＋４２

＋２２

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―１０―



�最近の雇用人員DI は、前回調査との
比較では、僅かではあるが、過剰感が
高まっている。

�先行きのDI も引き続き過剰感が続く
ものと見込まれるものの、その水準は
最近と同水準で推移するものと見込ん
でいる。

１０年１０月調査

＋８

＋８

＋８

＋８

＋８

＋８

１０年７月調査

＋６

＋４

＋７

＋２

＋１

＋２

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の資金繰りDI は、前回調査との
比較では、５～１０ポイント悪化してお
り、資金繰りは少しずつ厳しさを増し
ているものとみられる。

�先行きをみると、資金繰りはさらに悪
化傾向を辿り、非製造業でもDI はマ
イナスに転じる見通しとなっている。

１０年１０月調査

－１

－６

＋５

－７

－１１

－１

１０年７月調査

＋７

＋４

＋１０

－１

－４

＋２

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の販売価格DI は前回調査との比
較では、ほぼ横ばいであり、価格下落
傾向が続くものとみている。

�先行きは、さらに悪化しており、価格
下落傾向が強まるものとみている。

１０年１０月調査

－２５

－２０

－３０

－３４

－３１

－３７

１０年７月調査

－２６

－２３

－３０

－２３

－２５

－２０

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、引き続き上昇
するとみているものの、前回調査比で
はDI は縮小している。

�先行きDI は、最近よりも拡大してい
るものの、前回調査比では製造業の
DI は、僅かではあるが縮小してきて
いる。

１０年１０月調査

＋５

＋４

＋５

＋１１

＋１６

＋６

１０年７月調査

＋８

＋１５

＋１

＋１６

＋２６

＋５

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―１１―
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�．人事・教育領域で特に重視している課題（重複回答／３つ以内）

回答
比率
（％）

７．６

５．３

４．４

３．３

３．１

８．８

重視している課題

社員の健康管理

グローバル人材の強化

中途採用の確保・強化

社員の専門能力や語学力の強化

キャリア開発支援の強化

その他

順

位

７

８

９

１０

１１

１２

回答
比率
（％）

２０．２

１３．３

１０．０

８．２

８．０

７．８

重視している課題

管理職層のマネジメント能力の強化

事業展開に応じた機動的な人材配置

社員の働きがいの醸成

賃銀・評価・昇進制度の見直し・定着

次世代経営層の発掘・育成

残業時間の適正管理

順

位

１

２

３

４

５

６

回答
比率
（％）

６．０

４．４

４．１

３．９

３．５

２１．０

強化したい研修分野

目標管理・考課者研修

新入社員研修

品質管理研修

後輩指導員・OJTリーダー研修

メンタルヘルス研修

その他

順

位

７

８

９

１０

１１

１２

回答
比率
（％）

１３．８

１２．２

９．２

８．３

７．１

６．５

強化したい研修分野

中堅社員研修

中堅管理者研修（部課長）

初級管理者研修（主任・係長）

技術・技能職研修

経営幹部研修（役員・役員候補者）

営業職研修

順

位

１

２

３

４

５

６

�．能力開発の重点としてより強化したいと考えている研修分野（重複回答／３つ以内）

�．２３年４月新卒採用の状況について（単位：％）

採用予定なし

３６．７

３１．６

４１．８

減 少

１３．９

１６．５

１１．４

横這い

３６．１

３８．０

３４．２

増 加

１３．３

１３．９

１２．７

全 体

製 造 業

非製造業

―１２―
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���������� �調査対象 ……………８０５社 回答社数 ……………２３２社 回収率 ……………２１．１％

Q１．過去に外国人採用を行いましたか？
□採用した ９７社（４１．８％） □採用していない １３２社（５６．９％）
□無回答 ３社（１．３％）

Q２．現在採用しているまたは今後採用する予定がありますか？
□ある ６３社（２７．２％） □ない １６４社（７０．７％）
□無回答 ５社（２．２％）

Q２－１．採用している又は採用予定がある場合は日本人と区別して採用していますか？
□区別して採用している（したい） ２１社（２７．３％）
□区別しないで採用している（したい） ５６社（７２．７％）
※本来、本質問はQ２の「ある」と回答している企業（６３社）が対象であるが、それ以外の企業も回答し
ているため、総数は７７社となっている。無記名回答もありデータ修正が不可能なので元データで集計し
ている。（以下も同様）

Q２－２．現状では採用がない場合、今後はどのように考えていますか？
□今後検討したい ２７社（１８．０％） □検討する予定はない １２３社（８２．０％）

Q２－３．予定がない場合差し支えない範囲で理由をお聞かせ下さい
�記入は少なかったが、記入していただいた回答の大半は「日本人・外国人を問わず人員を増加させる環
境にない」「外国人を採用する必要性がない業務であるから」に集約される。

Q３．採用対象として考える外国人は次のいずれですか？
□国内に住む外国人 ５５社（９０．２％） □国外に住む外国人 ６社（９．８％）

Q３－１．国内に住む外国人は以下のいずれですか？
□外国人留学生 ２０社（２３．８％） □外国人留学生以外 ２０社（２３．８％）
□どちらでもよい ４４社（５２．４％）

Q３－２．採用対象とする外国人の学歴は？
□学部卒業 ４７社（５１．１％） □博士前期（修士）修了 ５社（５．４％）
□博士後期終了 ２社（２．２％） □学歴不問 ３８社（４１．３％）

Q３－３．採用対象の外国人の国籍は特定しますか？
□特定する ３３社（３７．９％） □特定しない ５４社（６２．１％）

Q４．外国人採用をする（したい）理由は何ですか？（複数回答可）
□国籍を問わず優秀な人材を採用したい ４６社（３８．７％）
□海外の事業展開上必要性を感じる ３９社（３２．８％）
□語学的、文化的な必要性 ２０社（１６．８％）
□その他 １４社（１１．７％）

Q５．外国人採用に当たってインターンシップを実施したいと考えますか？
□実施している ４社（４．２％） □実施したい ３３社（３４．４％）
□実施したくない ５９社（６１．４％）

以 上

外国人採用ニーズに関するアンケート調査・調査結果

調調 査査 概概 要要

―１３―
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こ
の
人
は
「
人
か
ら
よ
く
、
ツ
キ
が
あ
る
。
運
が

い
い
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
だ
。
同
社
の
創
業
は
昭
和

九
年
。
七
十
六
年
の
長
い
歴
史
を
も
つ
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
射
出
成
形
用
金
型
及
び
金
型
部
品
の
メ
ー
カ
ー

だ
が
、
そ
の
取
り
組
み
と
実
績
が
評
価
さ
れ
、
天
皇

陛
下
の
産
業
施
設
視
察
対
象
企
業
と
し
て
一
昨
年
五

月
、
陛
下
が
行
幸
さ
れ
る
な
ど
、
確
か
に
何
か
と
幸

運
な
話
題
は
多
い
。

ご
自
身
に
よ
る
略
歴
は
、
昭
和
三
十
四
年
一
月
十

五
日
、
久
喜
市
で
出
生
。
五
十
八
年
三
月
、
学
習
院

大
学
法
学
部
卒
業
。
�
ビ
ー
コ
ン
シ
ス
テ
ム
（
現
�

リ
ン
ク
レ
ア
）
を
経
て
、
五
十
九
年
十
月
池
上
金
型

工
業
入
社
。
平
成
八
年
七
月
、Ikegam

i
M
old

of
A
m
erica

社
長
、
十
年
七
月
、
池
上
金
型
工
業
社
長
、

Ikegam
i
M
old

de
M
exico

社
長
就
任
。
二
十
一
年

三
月
、
現
職
の

ま
ま
日
本
工
業

大
学
院
（
専
門

職
）
技
術
経
営

研
究
科
修
士
課

程
を
二
年
間
で

修
了
、
で
あ
る
。

家
業
入
社
の

経
緯

金
型
は

基
本
的
に
は
、

職
人
芸
の
世
界

で
経
験
が
重
要

な
仕
事
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ

が
昭
和
六
十
年

前
後
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
設
計
、
そ
の
デ

ー
タ
を
使
っ
て
機
械
加
工
す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／

Ｃ
Ａ
Ｅ
へ
と
進
化
し
て
い
る
。

当
時
、
池
上
さ
ん
は
文
化
系
大
學
の
卒
業
な
が
ら
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
�
ビ
ー
コ
ン
シ
ス
テ
ム
に

勤
務
。
こ
の
た
め
「
横
文
字
の
用
語
ば
か
り
で
、
説

明
を
聞
い
て
も
何
の
こ
と
な
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か

ら
な
い
。
ち
ょ
っ
と
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」

と
い
う
先
代
の
言
葉
に
、
そ
れ
ま
で
好
き
勝
手
ば
か

り
し
て
い
た
手
前
、
そ
れ
位
の
こ
と
で
役
に
立
て
て
、

少
し
で
も
親
孝
行
も
出
来
る
な
ら
…
。
そ
れ
が
入
社

の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
か
。

評
価
さ
れ
た
真
面
目
な
会
社
の
姿
勢

池
上
金
型

工
業
（
本
社
・
加
須
市
豊
野
台
）
は
、
射
出
成
形
用

金
型
専
業
で
は
国
内
五
指
に
入
り
、
薄
型
Ｔ
Ｖ
や
掃

除
機
等
の
家
電
製
品
の
筐
体
部
材
、
自
動
車
内
装
部

品
、
医
療
機
器
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
用
ケ
ー
ス
、
食
品
用
容
器

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
、
製
品
量
産
の
金
型
設
計
・

製
造
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ
Ｅ
に
よ
る
高
速
デ

ー
タ
処
理
、
高
精
度
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
に
よ
る
加
工
な

ど
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
、
こ
れ
に
熟
練

工
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

専
門
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て
、
メ
キ
シ
コ
、
台
湾
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
海
外
生
産
拠
点
を
有
す
る
が
、中
国
・

蘇
州
市
に
新
た
に
現
地
成
形
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
の
金

型
の
合
弁
会
社
を
設
立
、
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
受

注
を
開
始
す
る
。

と
り
わ
け
、
日
本
の
金
型
業
界
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
と
さ
れ
る
、
創
業
者
の
盛
寿
さ
ん
、
二
代
目
・
恵

蔵
さ
ん
は
日
本
金
型
工
業
会
々
長
を
歴
任
。
池
上
さ

ん
自
身
も
経
済
産
業
省
「
二
〇
〇
七
年
元
気
な
モ
ノ

作
り
中
小
企
業
三
〇
〇
社
」
平
成
二
十
一
年
「
雇
用

創
出
企
業
一
四
〇
〇
社
」
に
選
出
さ
れ
た
他
、
型
技

術
に
関
す
る
研
究
開
発
に
重
点
を
置
き
、
委
託
費
交

付
、
補
助
金
交
付
事
業
等
に
も
度
々
選
定
さ
れ
る
な

ど
、「
金
型
と
い
え
ば
、
池
上
さ
ん
」
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
。

「
特
に
父
は
五
〇
年
以
上
、
い
い
金
型
を
作
り
、

客
先
に
満
足
し
て
貰
う
こ
と
だ
け
考
え
て
、
仕
事
一

筋
で
や
っ
て
き
た
。
そ
の
辺
の
真
面
目
な
会
社
の
姿

勢
が
評
価
さ
れ
、
た
ま
た
ま
私
の
代
に
こ
う
い
う
形

に
な
っ
た
。
基
本
的
に
は
父
に
対
す
る
、
経
済
産
業

省
や
県
か
ら
の
ご
評
価
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」。

歴
代
経
営
者
の
人
間
性
、性
格
は
全
く
違
う

「
祖

父
は
父
に
仕
事
を
任
せ
、
業
界
団
体
の
活
動
が
多
く
、

ゴ
ル
フ
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
し
か
な
い
。
真

面
目
一
筋
の
父
は
人
か
ら
付
き
合
い
が
悪
い
と
い
わ

れ
る
こ
と
を
、
勲
章
に
し
て
い
た
と
思
え
る
く
ら
い
、

飲
ま
な
い
、
遊
ば
な
い
人
間
で
、
そ
れ
に
対
し
、
私

は
息
子
と
し
て
当
然
反
発
も
あ
り
、
付
き
合
い
に
は

前
向
き
で
三
代
の
性
格
は
全
然
違
う
。

し
か
し
、
共
通
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
仏
教
信
者
で

あ
る
こ
と
で
、『
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
嬉
し
い
。』

祖
父
も
、
父
も
、
私
も
「
決
し
て
会
社
を
大
き
く
し

よ
う
、
金
を
た
く
さ
ん
貯
め
よ
う
、
儲
け
よ
う
と
か

い
う
こ
と
は
考
え
ず
、
ま
た
そ
ん
な
経
営
者
と
し
て

の
能
力
も
無
い
。
家
業
を
通
じ
て
社
会
の
役
に
立
っ

た
り
、
た
ま
た
ま
ご
縁
が
あ
っ
た
当
社
の
顧
客
、
取

引
先
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
役
に
立
っ
た
り
、
そ

う
い
う
人
た
ち
と
一
緒
に
、
生
活
を
成
り
立
た
せ
て

い
く
。
そ
う
い
う
こ
と
が
喜
び
に
思
え
る
こ
と
が
、

三
代
に
共
通
し
て
い
た
行
動
す
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
り
、
こ
れ
を
経
営
理
念
に
し
て
い
る
」
と
か
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

昨
年
五
月
、
久
喜
市
内
の
工
場
に

天
皇
陛
下
が
行
幸
さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
に
使

わ
れ
る
金
型
の
製
造
工
程
を
ご
視
察
。
液
晶
Ｔ
Ｖ
の

枠
を
作
る
金
型
を
熟
練
工
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
粉
が

入
っ
た
研
磨
剤
と
や
す
り
で
磨
き
上
げ
る
の
を
見
て

「
目
が
疲
れ
ま
せ
ん
か
？
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、

従
業
員
２０
数
名
と
懇
談
さ
れ
、
視
察
後
は
社
員
食
堂

で
作
ら
れ
た
昼
食
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
、

「
こ
れ
か
ら
も
い
い
モ
ノ
を
作
っ
て
下
さ
い
」
と
、

励
ま
さ
れ
た
。

人
生
ア
ラ
カ
ル
ト

ま
ず
は
―
。

信
条
▽「
無
常
」（
人
生
は
思
い
通
り
に
は
い
か
な

い
。
幸
せ
は
瞬
間
的
な
も
の
で
、
生
き
て
い
る
間
は

常
に
煩
悩
に
苦
し
む
）
▽「
因
果
応
報
」（
苦
労
と
努

力
は
必
ず
報
わ
れ
る
が
、
死
ん
だ
ら
地
獄
行
き
は
免

れ
な
い
）
▽「
お
役
に
立
つ
」（
全
て
の
行
動
は
誰
か

の
た
め
に
）、

特
技
▽
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
眠
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
も
、
寝
起
き
が
良
い
。
▽
酒
を
飲
む
ほ
ど
、

頭
が
回
転
す
る
▽
嫌
な
こ
と
を
、
翌
日
に
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
▽
直
感
が
よ
く
当
た
る
▽
人
か
ら
ツ

キ
が
あ
る
、
運
が
い
い
と
よ
く
い
わ
れ
る
▽
な
か
な

か
風
邪
を
引
か
な
い
。

欠
点
▽
競
争
、
論
争
を
避
け
る
▽
勝
ち
負
け
に
こ

だ
わ
ら
な
い
（
負
け
に
は
す
ぐ
納
得
す
る
）
▽
八
方

美
人
で
、
格
好
を
つ
け
る
▽
Ｎ
Ｏ
と
言
え
な
い
（
特

に
女
性
に
）

趣
味
▽
旅
行
（
出
張
は
苦
に
な
ら
な
い
）
▽
読
書

（
愛
読
書
�H

arvard
Business

Review

、
失
敗
の
本

質
、
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
、
週
刊
プ
ロ
レ
ス
、

の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
、
静
か
な
る
ド
ン
）
▽
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
（
サ
ッ
カ
ー
・
ゴ
ル
フ
、
Ｆ
１
、
プ
ロ
レ

ス
）
▽
将
棋
（
ヘ
ボ
で
も
三
手
先
を
読
む
）
▽
録
画

（
老
後
の
唯
一
の
楽
し
み
）。

さ
い
た
ま
市
在
住
で
、
家
族
は
妻
純
子
さ
ん
と
、

長
女
華
子
さ
ん
（
大
学
生
）、
次
女
暁
子
さ
ん
（
同
）。

（
葛
）

池
上
金
型
工
業
株
式
会
社

社

長

池

上

正

信
氏

―１４―
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鍛
冶
屋
か
ら
鉄
工
場

そ
し
て
「
型
屋
」

当
社
は
、
昭
和
９
年
に
祖
父
が
東
京

蒲
田
で
開
業
し
、
一
昨
年
の
平
成
２１
年

に
７５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
年
、

幸
い
に
も
天
皇
陛
下
に
久
喜
市
の
中
曽

根
事
業
所
に
行
幸
を
賜
り
、
金
型
工
場

の
ご
視
察
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。
�

写
真
１
�

創
業
当
時
は
東
京
下
町
の
鍛
冶
屋
で

し
た
が
、
機
械
関
連
の
町
工
場
で
も
軍

需
産
業
優
先
の
潮
流
に
乗
っ
て
、
海
軍

工
廠
の
技
術
指
導
の
も
と
に
池
上
製
作

所
と
し
て
�
精
密
ネ
ジ
研
削
盤
�
を
第

二
次
大
戦
中
ま
で
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
１９
年
、
軍
の
指
示
に
よ
り
埼
玉

久
喜
町
に
工
場
の
疎
開
移
転
に
着
手
し

ま
し
た
が
、
蒲
田
工
場
が
爆
焼
し
、
そ

の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
は
久
喜
工
場
で
農
機
具
や
エ
ン

ジ
ン
の
部
品
加
工
な
ど
を
作
り
戦
地
か

ら
復
員
し
て
き
た
人
達
に
よ
っ
て
、
機

械
工
場
と
し
て
の
職
場
を
維
持
し
て
い

ま
し
た
が
、
民
需
産
業
の
復
興
の
中
で

各
種
金
型
の
設
計
・
製
作
を
手
が
け
、

昭
和
３１
年
に
池
上
金
型
工
業
に
社
名
を

変
更
し
、
成
形
用
金
型
の
専
業
メ
ー
カ

ー
と
し
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
内
の
も
の
づ
く
り
産
業

の
拡
大
と
成
長
を
背
景
に
、
町
の
鉄
工

場
の
役
割
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

ユ
ー
ザ
ー
業
界
の
成
熟
化
と
共
に
必
然

的
に
客
先
の
金
型
内
製
化
が
進
み
、
生

産
拠
点
も
海
外
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

先
般
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
は
、

極
度
に
金
型
の
国
内
需
要
が
低
迷
し
、

当
社
は
か
っ
て
な
い
厳
し
い
経
営
環
境

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

村
の
鍛
冶
屋
の
原
点
に
帰
っ
て

社
会
の
変
遷
と
経
済
変
貌
の
中
で
、

私
ど
も
は
常
に
創
業
者
の
志
で
あ
る
市

場
の
「
お
役
に
立
つ
」
町
の
鉄
工
場
の

職
人
集
団
と
し
て
、
こ
の
地
で
型
作
り

に
汗
を
流
し
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
今
日
、
型
屋
を
取
り
巻
く
環

境
の
大
き
な
変
革
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

て
、
２１
世
紀
に
も
「
お
役
に
立
て
る
」

町
の
鉄
工
所
で
あ
り
、
か
つ
先
端
技
術

や
精
密
加
工
技
術
の
技
能
集
団
と
し
て
、

よ
り
高
度
の
専
門
技
術
の
研
鑽
に
努
め

て
い
ま
す
。
特
に
久
喜
市
の
中
曽
根
事

業
所
で
は
各
種
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
筐
体

（
外
装
）
成
形
品
の
試
作
か
ら
少
ロ
ッ

ト
成
形
品
の
提
供
を
、
加
須
市
の
大
利

根
事
業
所
�
写
真
２
�
は
ラ
ン
ナ
ー
レ

ス
の
多
数
個
取
り
高
速
成
形
金
型
の
設

計
・
製
作
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
の
固

有
技
術
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
貢
献
出
来

る
職
場
資
源
の
進
化
を
目
指
し
て
、
新

技
術
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
於
け
る
産
学
や

異
業
種
と
の
連
携
を

ま
た
、
僅
か
で
限
ら
れ
た
経
営
資
源

の
中
で
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え

ら
れ
る
技
術
力
の
基
盤
を
構
築
し
て
行

く
に
は
、
突
出
し
た
新
技
術
や
異
分
野

の
専
門
企
業
と
の
協
業
連
携
が
当
社
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
経
営
課
題
で
す
。

さ
ら
に
、
情
報
技
術
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
国
際
展
開
な
ど
…
町
の
鉄
工
場

と
し
て
よ
り
優
れ
た
仕
事
を
し
て
、
現

代
の
「
お
役
に
立
つ
」
職
場
の
経
営
に

向
け
、
産
学
官
連
携
や
中
小
企
業
政
策

支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぞ
う
ぞ
、
こ
の
地
域
で
「
も
の
づ
く

り
」
を
目
指
す
事
業
経
営
者
の
方
々
、

関
連
技
術
関
係
の
方
々
に
是
非
お
声
掛

け
を
い
た
だ
き
、
ご
利
用
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会員企業紹介

現現
代代
のの「「
おお
役役
にに
立立
つつ
」」企企
業業
をを
目目

指指
しし
積積
極極
的的
にに
産産
学学
官官
連連
携携
をを
推推
進進

池上金型工業
株 式 会 社

写
真
１

写
真
２
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リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
は
昭
和
四

〇
年
八
月
、
東
京
保
谷
市
（
現
西
東

京
市
）
に
機
械
加
工
部
品
メ
ー
カ
ー

と
し
て
設
立
。
そ
の
後
、
平
成
十
三

年
に
所
沢
市
に
本
社
移
転
。
現
社
長

の
金
丸
信
一
氏
は
平
成
十
八
年
に
当

社
二
代
目
の
社
長
に
就
任
。

社
名
の
�
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン

ク
�
は
、
輪
・
円
形
・
競
技
場
を
表

す
「Ring

」
と
繋
が
る
・
結
合
・
絆

を
表
す
「Link

」
が
由
来
で
あ
り
、

『
同
じ
目
的
（
同
じ
場
所
、
同
じ
土

俵
に
立
っ
て
）
に
向
か
っ
て
絆
を
大

切
に
、
協
力
・
努
力
（
繋
が
る
、
結

合
）
を
お
し
ま
ず
、
挑
戦
し
て
い
く

当
社
の
姿
勢
を
社
内
外
に
示
す
も
の

と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
。

ま
た
、
企
業
理
念
は
『
夢
は
未
来

を
駆
け
巡
り
、
や
が
て
形
を
造
り
出

す
』で
、そ
の
企
業
理
念
の
下
に
、「
わ

が
社
の
使
命
」、「
わ
が
社
の
社
員
」、

「
わ
が
社
の
目
指
す
企
業
」と
題
す
る

三
つ
の
経
営
理
念
を
制
定
し
て
い
る
。

型
に
は
ま
っ
た
仕
事
、
ル
ー
チ
ン

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
仕
事
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
常
に
最
新
の
技
術
を

取
り
入
れ
、
新
し
い
こ
と
、
困
難
な

こ
と
に
挑
戦
し
続
け
、
そ
の
結
果
、

現
在
で
は
、「
精
密
製
品
事
業
」
と

「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
事
業
」
を
二
つ
の

柱
に
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
精
密
計
測

シ
ス
テ
ム
、
光
セ
ン
サ
ー
、
半
導
体

製
造
装
置
等
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
製

品
か
ら
、
量
産
シ
ス
テ
ム
ま
で
幅
広

い
製
品
を
開
発
販
売
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
製
品
の
中
で
も
、
特
に

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
平
成
十

七
年
に
「
埼
玉
県
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

優
良
商
品
コ
ン
テ
テ
ス
ト
」
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
不
動
産
営
業
支
援
シ

ス
テ
ム
「@

dream
- Progre

」。
こ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
は
、「
広
告
禁

止
！
ネ
ッ
ト
不
動
産
進
化
論
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
動
産
経
営
・
勝
つ

た
め
の
十
一
の
セ
オ
リ
ー
」「
街
の

不
動
産
屋
さ
ん
、�
待
ち
�
の
経
営

か
ら
抜
け
出
す
」
の
三
冊
の
著
書
を

出
版
す
る
な
ど
不
動
産
業
界
の
現
場

を
熟
知
し
た
金
丸
社
長
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
凝
縮
し
た
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
他
社

製
品
に
比
べ
際
立
っ
た
優
位
性
を
保

有
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
ソ
フ
ト
優
位
性
に
加

え
、
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
ア

カ
デ
ミ
ー
と
い
う
講
習
会
を
継
続
的

に
開
催
す
る
な
ど
万
全
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ

ー
の
業
績
向
上
に
大
き
な
貢
献
を
し

て
い
る
不
動
産
業
界
注
目
の
ソ
フ
ト

で
あ
る
。

現
在
は
、
第
二
弾
と
し
て
歯
科
医

支
援
ソ
フ
ト
と
し
て
、「@

dream
-

H
eart

」
も
販
売
し
て
い
る
。

リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
は
、
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
開
発
力

と
金
丸
社
長
の
卓
越
し
た
経
営
手
腕

で
、
夢
を
一
つ
ひ
と
つ
形
に
し
て
い

く
企
業
で
あ
り
続
け
る
に
違
い
な
い
。

�
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
は
、
二
〇
〇

〇
年
十
一
月
、
伊
藤
壮
社
長
が
二

十
九
歳
の
時
に
設
立
。
会
社
設
立

前
は
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
伊
藤
社
長
は
、
営
業

で
顕
著
な
実
績
を
上
げ
、
三
〇
歳

ま
で
に
は
、「
会
社
を
興
し
、
社
長

に
な
ろ
う
」
と
い
う
強
い
意
志
の

下
、
会
社
の
同
僚
で
あ
っ
た
現
在

の
奥
様
と
と
も
に
、
勤
務
先
を
退

社
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
代
理
店
と
し
て

携
帯
電
話
販
売
事
業
を
起
業
し
た
。

『
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
』
と
い
う
社

名
は
、�
業
界
で
最
上
位
を
目
指

す
�
と
い
う
社
長
の
想
い
か
ら
命

名
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
事
業
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
仲
介
事
業
、
テ

レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
、
人
材

派
遣
業
と
事
業
を
拡
大
。
現
在
で

は
、
資
本
金
五
〇
〇
〇
万
円
、
従

業
員
数
五
〇
〇
名
を
超
え
る
ま
で

に
業
容
を
拡
大
、
ま
さ
に
社
名
の

目
標
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
成

長
を
遂
げ
て
い
る
。

現
在
は
、
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
事
業
が
事
業
の
中
核
を
占
め
て

お
り
、
具
体
的
に
は
、
新
規
顧
客

の
獲
得
や
既
存
顧
客
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
ア
ッ
プ
セ
ル
・
ク
ロ
ス
セ
ル
、

市
場
調
査
、
世
論
調
査
、
顧
客
満

足
度
調
査
な
ど
各
種
電
話
調
査
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
へ
の
ア
ポ
イ
ン
ト

や
来
場
案
内
、
代
金
未
払
い
者
に

対
す
る
督
促
業
務
等
の
「
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
事
業
」
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
当
社
の
事
業
で
は
、

お
客
様
と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
当
社
で
は
お
客
様
と

接
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
に
は
、

常
に
企
業
の
顔
と
し
て
お
客
様
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
笑
顔

と
笑
声
で
応
対
で
き
る
よ
う
な
人

材
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
端
を

紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、「
元
気
に

挨
拶
が
で
き
る
人
」、
お
客
様
の

声
を
「
耳
で
聞
く
の
で
は
な
く
心

で
聴
く
こ
と
の
で
き
る
人
」、「
変

化
を
恐
れ
な
い
柔
軟
な
人
」
と
い

う
求
め
る
人
物
像
を
明
確
化
し
、

そ
の
人
物
像
の
実
現
に
向
け
、
会

社
の
経
営
方
針
・
目
標
、
各
種
ル

ー
ル
、
日
々
の
業
務
目
標
等
々
を

網
羅
し
た
手
帳
形
式
の
「
経
営
計

画
書
」
を
社
員
に
配
布
。
社
員
は

そ
の
手
帳
を
常
に
携
帯
し
、
日
々

の
行
動
等
を
確
認
・
実
践
す
る
と

い
う
業
務
運
営
を
確
立
し
て
い
る
。

加
え
て
、「
環
境
が
人
を
育
て

る
」
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
た

日
々
の
整
理
整
頓
の
励
行
、
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て
の
本
社
周
辺

の
清
掃
活
動
等
々
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

さ
ら
に
当
社
の
特
筆
す
べ
き
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
状
況
を
社

内
に
掲
示
し
、
徹
底
的
な
�
見
え

る
化
�
を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。当

社
は
、
徹
底
し
た
人
材
育
成

と
見
え
る
化
で
、�
ト
ッ
プ
ラ
イ

ン
�
を
確
実
に
視
野
に
と
ら
え
て

い
る
。

なな話話題題 西西 中中 南南 北北

西
部
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
�

果
敢
に
未
来
に
挑
戦
し
、
顧

客
の
夢
、
社
員
の
夢
を
形
に

DATA
会 社 名：リングアンドリンク�
所 在 地：〒３５９‐００２７ 所沢市松郷１５１‐５１
電 話：０４‐２９４５‐４１８０
Ｆ Ａ Ｘ：０４‐２９４５‐４１８２
代 表 者：代表取締役 金丸信一
設 立：昭和４０年
資 本 金：８，６８８万円
従業員数：９０名
売 上 高：約１０億円
事業内容：精密製品の設計・生産、各種業務支援ソフ

ト開発等

中
部

�
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン

徹
底
し
た
人
材
育
成
と
�
見

え
る
化
�
で
最
上
位
目
指
す

DATA
会 社 名：�トップライン
所 在 地：〒３３０‐０８５４

さいたま市大宮区桜木町４‐３３３‐１３
OLSビル１１階

電 話：０４８‐６４０‐５０００
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐６４６‐４７１０
代 表 者：代表取締役 伊藤 壮
設 立：平成１２年
資 本 金：５，０００万円
従業員数：５１１名（パート等含む）
売 上 高：１１億３千万円
事業内容：テレマーケティング事業、人材派遣事業等

金丸信一社長

伊藤 壮社長

本
社

不
動
産
営
業
支
援
シ
ス
テ
ム

「@
dream

-P
rogre

」

社
員
必
携
の

経
営
計
画
書

徹
底
し
た
見
え
る
化
の
推
進
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フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
を

一
言
で
表
す
と
す
れ
ば
、
ま
さ

に
「
ガ
ス
総
合
商
社
で
あ
る
」

と
藤
本
孝
雄
社
長
は
語
る
。

ガ
ス
総
合
商
社
で
あ
る
だ
け

に
、
取
扱
商
品
は
多
種
多
様
で

あ
る
が
、
大
き
く
分
類
し
て
、

生
産
関
連
、
化
学
関
連
、
生
活

関
連
、
そ
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

関
連
で
あ
る
。

生
産
関
連
事
業
は
創
業
当
初

か
ら
で
、
一
般
ガ
ス
、
医
療
ガ

ス
等
の
高
圧
ガ
ス
と
電
気
溶
接

機
、
溶
断
機
器
等
の
関
連
機
器

で
あ
り
、
売
上
高
の
約
三
割
を

占
め
て
い
る
。

化
学
関
連
事
業
は
、
塩
素
及

び
無
機
化
学
品
、
環
境
薬
品
及

び
フ
ァ
イ
ン
カ
ー
ボ
ン
、
有
機

化
学
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
工

事
等
で
あ
り
、
当
社
と
し
て
は

比
較
的
新
し
い
１
９
６
７
年
か

ら
の
参
入
で
は
あ
る
が
、
売
上

高
の
約
四
割
を
占
め
る
ま
で
に

成
長
し
て
い
る
。

生
活
関
連
事
業
は
、
５４
年
か

ら
参
入
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
な
ど
の

燃
料
ガ
ス
及
び
石
油
類
、
生
活

関
連
商
品
及
び
設
備
工
事
等
で

あ
り
、
売
上
高
の
約
三
割
で
あ

る
。
そ
の
売
上
高
は
約
百
三
億
、

そ
し
て
、
経
常
利
益
は
四
億
を

超
え
る
。

沿
革
は
、
現
社
長
の
祖
父
で

あ
る
藤
本
源
太
郎
氏
が
、
１
９

２
６
年
に
東
京
府
北
豊
島
郡
三

河
島
村
に
、
藤
本
源
太
郎
商
店

を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、

八
十
四
年
の
歴
史
と
業
歴
を
誇

る
。
４８
年
に
�
藤
本
酸
素
商
会

を
設
立
、
５３
年
に
は
、
藤
本
酸

素
�
と
改
称
し
た
。
５９
年
、
越

谷
に
酸
素
充
填
工
場
及
び
Ｌ
Ｐ

Ｇ
充
填
工
場
を
完
成
さ
せ
、
工

場
内
に
越
谷
営
業
所
を
開
設
し

た
。
そ
の
後
次
々
に
営
業
所
を

開
設
し
、
営
業
地
盤
は
、
東
京

都
、
埼
玉
県
、
栃
木
県
、
群
馬

県
、
大
阪
府
に
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
０１
年
、
幸
手

工
場
が
Ｉ
Ｓ
О
９
０
０
２
の
認

証
を
取
得
、
同
年
、
フ
ジ
オ
ッ

ク
ス
�
と
改
称
し
た
。

当
社
は
ガ
ス
の
供
給
に
欠
か

せ
な
い
高
い
安
全
性
の
確
保
に

万
全
を
期
し
て
い
る
の
は
無
論

の
こ
と
、
埼
玉
県
の
ガ
ス
の
マ

イ
ス
タ
ー
に
も
任
命
さ
れ
、
防

災
訓
練
、保
安
技
術
の
継
承
、さ

ら
に
ガ
ス
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
、
毒
性
ガ
ス
の
処
理
に

ま
で
そ
の
活
動
は
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
０９
年
に
は
、
リ
フ
ォ

ー
ム
を
は
じ
め
、太
陽
光
発
電
・

オ
ー
ル
電
化
な
ど
エ
コ
関
連
商

品
の
販
売
を
す
る
エ
コ
リ
フ
ォ

ー
ム
プ
ラ
ザ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

開
設
し
た
。

藤
本
社
長
は
「
創
業
以
来
、

八
十
四
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き

た
豊
富
な
経
験
と
実
績
を
ベ
ー

ス
に
、
ガ
ス
を
は
じ
め
、
電
気
・

太
陽
光
等
、
顧
客
に
合
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
提
案
を
行
っ
て
、

次
代
を
見
据
え
た
事
業
を
展
開

し
て
行
き
、
地
域
社
会
の
信
頼

に
応
え
る
べ
く
邁
進
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

冒
頭
の
言
葉
は
初
代
増
田
清
六

氏
が
提
唱
し
た
マ
ス
セ
イ
の
原
点
。

株
式
会
社
マ
ス
セ
イ
は
、
増
田

清
六
氏
が
昭
和
七
年
、「
鋳
物
の

街
」
川
口
に
増
清
鋳
工
所
を
設
立

し
、
七
八
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持

つ
鋳
物
工
場
。

昭
和
六
一
年
に
加
須
大
利
根
工

業
団
地
に
新
鋭
工
場
を
建
設
、
全

面
移
転
を
行
い
、
平
成
八
年
に
は

マ
ス
セ
イ
に
社
名
変
更
し
た
。

マ
ス
セ
イ
の
主
力
製
品
は
印
刷

機
械
や
工
作
機
械
の
本
体
を
成
す

中
・
大
物
鋳
物
部
分
。
歴
史
と
伝

統
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
良
質
な
鋳

物
は
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

特
に
、
強
度
・
耐
久
性
・
精
密

度
な
ど
を
要
求
さ
れ
る
大
型
の
紙

幣
印
刷
機
、
そ
の
本
体
鋳
物
部
品

お
よ
び
シ
リ
ン
ダ
ー
は
鋳
物
の
中

で
も
難
易
度
が
高
く
、
逆
に
マ
ス

セ
イ
の
鋳
物
技
術
力
の
真
価
を
発

揮
で
き
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

「
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
安

価
な
鋳
物
製
品
に
押
さ
れ
て
い
る

日
本
の
鋳
物
業
界
で
生
き
残
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い

製
品
を
作
ら
な
い
と
厳
し
い
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
に
は
勝
て
な
い
」
と
、

憂
慮
す
る
四
代
目
の
増
田
清
治
社

長
�
写
真
�
。

増
田
社
長
は
平
成
九
年
、
二
五

歳
と
い
う
若
さ
で
社
長
に
就
任
し
、

現
在
三
八
歳
。
父
親
で
あ
る
先
代

の
増
田
勝
巳
現
会
長
が
五
六
歳
の

と
き
。
社
長
か
ら
「
明
日
か
ら
社

長
を
任
せ
る
」
と
突
然
言
わ
れ
、

大
学
卒
業
後
わ
ず
か
三
年
で
社
長

に
就
任
し
た
。
就
任
時
は
、
全
社

員
の
中
で
も
最
年
少
で
あ
り
、
周

り
す
べ
て
が
先
輩
で
、
世
代
の
ギ

ャ
ッ
プ
も
含
め
関
係
性
に
は
苦
労

し
た
。
増
田
現
会
長
が
後
見
人
と

な
り
、
本
当
に
困
っ
た
時
に
は
手

を
差
し
伸
べ
、
周
り
の
社
員
も
い

ろ
い
ろ
助
け
て
く
れ
、
支
え
て
く

れ
た
。
就
任
か
ら
十
三
年
が
経
過

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
修
行
中
と
の

こ
と
。

社
長
就
任
後
、
様
々
な
苦
労
も

経
験
し
た
が
、
中
で
も
昨
年
の
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
不
況

で
は
、
受
注
が
最
盛
期
の
１
／
１０

程
度
に
落
ち
込
み
、
週
休
四
日
と

い
う
時
期
も
あ
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ

策
は
多
々
講
じ
た
が
、
自
然
減
を

除
く
人
員
整
理
は
一
切
行
わ
な
か

っ
た
。

「
当
社
に
と
っ
て
職
人
な
ど
、

人
財
は
最
高
の
宝
。
川
口
か
ら
加

須
に
全
面
移
転
し
た
と
き
も
、
一

人
も
辞
め
る
こ
と
な
く
新
設
備
の

早
期
立
ち
上
げ
に
協
力
し
て
く
れ

た
。
苦
し
い
時
期
だ
が
新
卒
の
定

期
採
用
も
継
続
し
、
伝
統
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
新
し
い
感
性
に
よ

る
新
技
術
な
ど
を
調
合
さ
せ
、
前

向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
マ
ス
セ

イ
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
い
」
と
、

社
長
は
熱
く
抱
負
を
語
る
。
若
き

社
長
の
夢
と
情
熱
が
期
待
さ
れ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

北
部

�
マ
ス
セ
イ

南
部

フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
�

豊
富
な
経
験
と
実
績
ベ
ー
ス
に

顧
客
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

あ
く
な
き
努
力
、
た
ゆ
ま
ぬ
前
進
、

鋳
物
づ
く
り
に
夢
と
誇
り
と
情
熱
を
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消化管運動機能改善薬のシ
ーズ発掘および新規薬剤の
作用機構解明

学歴・略歴
坂井 貴文
（さかい たかふみ）
１９７７年 群馬大学教育学部

卒業
１９７８年 埼玉県公立高等学

校教諭
１９８８年 群馬大学内分泌研

究所文部技官
１９９１年 同大学同研究所助

手
１９９４年 埼玉大学理学部講

師
１９９５年 同大学助教授
２００３年 同大学理工学研究

科教授
１９９２年 博士（医学）（群馬

大学）
１９９８年－１９９９年 米国国立

衛生研究所客員研
究員

脳は記憶、意志、感情といった
機能を司ることに加えて、外部の

情報を感知して体の運動や内部環境を制御してい
ることが明らかにされており、司令塔として体全
体を支配しているとの考え方が一般に受け入れら
れてきました。しかし、最近の研究から、体（末
梢）からは我々の意識に上らない様々な情報が神
経やホルモンの作用を介して脳へ伝えられ、それ
らが脳で統合されて情動を生み出すだけでなく、
摂食等の行動を積極的に調節していることが明ら
かになっています。つまり、脳と体（末梢）は相
互に制御しあって生命活動を行い、全身の恒常性
（ホメオスタシス）を維持しているのです。中で
も、多くのホルモン産生細胞と神経細胞を有する
消化器官は脳との密接な情報連絡を行っており、
その間には「脳－腸相関」とよばれる制御系が存
在します。近年、この脳と腸の相互調節機構が破
綻することで、過敏性腸症候群（IBS）などの様々
な機能性腸障害が起こることが報告されており、
現在ホットな研究分野になっています。
私はこの脳－腸相関に基づく消化管運動機構を
明らかにする目的で一連の研究を行っています。

簡単に言うと、腹が減ると「腹の虫が鳴く」とい
われる現象の解明です。これは、空腹になると十
二指腸から分泌されるモチリンというホルモンが
平滑筋、筋間神経叢、延髄に作用し、胃から下部
小腸へ伝わる蠕動運動を刺激するために起こると
考えられています。しかし、その作用機構の全体
像はまだ明らかにされていないことから、我々は
スンクス（食虫目、モグラの仲間）という小型実
験動物を用いて、胃運動
機構を脳－腸相関作用の
観点から研究しています。
その結果、モチリンは胃
に存在する筋間神経叢と
脳へ作用し、胃と脳の協
調作用によって空腹期収
縮が起こることが明らか
になりつつあります。こ
の研究を進めることで、
機能性腸障害の病態理解
や治療薬の開発に必要な
知識の獲得が期待できま
す。

人間の行動認識技術は各種
機械のヒューマンインタフ
ェースに応用可能。

学歴・略歴
久野 義徳
（くの よしのり）
１９７７年 東京大学工学部電

気工学科卒業
１９８２年 同大大学院工学系

研究科博士課程修
了同年�東芝入社

１９８７～８８年 カーネギーメ
ロン大学計算機科
学科客員研究員

１９９３年 大阪大学工学部
電子制御機械工学
科助教授、

２０００年より現職。工学博士。
コンピュータビジ
ョン、知能ロボッ
ト、ヒューマンイ
ンタフェース等の
研究に従事。

人間を助けてくれるサービスロボ
ットが身の回りに多数存在する時代

が近付いている。だれもがそのロボットのサービスを
受けられるためには、頼みたいことを伝えるなど、ロ
ボットと容易に円滑にコミュニケーションできること
が必要である。そこで、人間とロボットのコミュニケ
ーションについて研究している。
人間を相手にする研究なので、工学の研究者の「こ
ういう行動をするロボットがよいだろう」というよう
な思いつきだけでは適切なロボットが実現できないお
それがある。そこで、人間の行動を分析する社会学の
エスノメソドロジーという分野の研究者（埼玉大学教
養学部 山崎敬一教授）と共同研究を行っている。人
間は相手の様子や周囲の状況を見ながら、言語に加え
て視線やジェスチャなどの非言語行動を適切に交えて
コミュニケーションを行っている。実際の現場での人
間同士のコミュニケーションの分析により、どのよう
なときに、どのような行動をするのがよいかの知見を
得る。そして、その知見に基づきロボットを開発する。
そのロボットと人間のコミュニケーションを社会学的
に分析することにより、ロボットの評価を行い、問題
点があれば改良するという方法で研究を進めている。

写真はこのような方法で開発したガイドロボットが、
倉敷市の大原美術館でゴーギャンの名画を説明してい
るところである。説明の区切りになるところで、客を
振り向くと、客のうなずきが増えるなど、人を引き付
けて説明できることが分かった。
技術開発の中心になるのは、ビデオカメラなどのセ

ンサから人間の行動や周囲の環境を認識する技術であ
る。ビデオカメラとレーザ測域センサを組み合わせた
複合センサにより、複数の人間を検出し、その身体の
動きと顔の動きを追跡する技術などを開発している。
このような技術により「人を見て」、社会学の分析結
果に基づき、適切な時点で適切な非言語行動を「人に
見せる」ことで、人にやさしく円滑にコミュニケーシ
ョンでき
るロボッ
トの実現
を目指し
て研究を
進めてい
る。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

脳－腸相関に着目した消化管運動機構の解明

理工学研究科 坂 井 貴 文 教授

人を見て人に見せるコミュニケーションロボット

理工学研究科 久 野 義 徳 教授

「脳－腸相関」脳と消化器は
お互いに調節しあう。

―１８―






































































































































































































































































































































ものつくり大学の教育の特色は、ものづくりの実践力育成にあり、
その成果を示すものとして大学ロボコンや学生フォーミュラの実績、
技能五輪での受賞などがあります。しかし、これらの成果はルールに
基づく競技でのものであり、本学が目指しているものづくり実務での
実践力とは異なるものです。
実務においては、企業や組織が課せられている様々な制約の下で、
真に価値あるものづくりを実践する能力と共に、これを実現する責任
が要求されます。幸い本学では地域や行政、関係企業のご理解もあり、
学生育成の場として実務課題をご提供いただき、実績をあげています。
学生の実務経験と言えば、インターンシップが考えられますが、本
学の場合は４０日間という長期にわたるため、学生が研修させていただ
くだけでなく、特に４年次のインターンシップでは、研修先での問題
解決や改善提案、研修先から発掘した問題を卒業研究で取り上げ解決
策を還元するなどの成果をあげています。
また、大学が依託された実務課題を、学生が直接実施するケースも
あります。埼玉県警察本部から委託された、「振込め詐欺」防止のた
めの開発課題では、昨年の「携帯電話検知警報システム」、今年の「振
込め詐欺防犯シミュレーションソフト」と２年連続して成果をあげ、
表彰を受けました。教員が仲介したものの、委託開発の契約段階から

開発、仕様書作成、納品まで、学生が責任を持って実施しています。
実際に学生に実務を委託し、産学（生）連携、地域連携で成果を上
げるには、社会的にもまた大学の制度上もクリアすべきいくつかの課
題があります。しかし、比較的低いコストで業務委託ができること、
レベルに応じて教員との連携に移行できることなどの直接的メリット
に加え、学生に責任と実務の達成感、社会貢献意識を持たせることで、
将来を担う人材の育成に貢献することになります。
皆様方の業務の中には、様々なレベルの実務課題があると思います。
学生の力と可能性を信じ、是非とも若きテクノロジストの育成と活躍
の場をご提供ください。

本学が実学重視教育を展開していることは周知の通りですが、多く
の研究室が専門性を活かした事業（官学或いは産官学連携）を活発に
展開しています。横山研究室は歴史的建造物の調査並びに修復に関す
る研究を主として行っていますが、現在、熊谷市指定文化財根岸家住
宅長屋門（江戸時代後期頃）の保存修理を企画・設計し、修復事業に
も携わっています。現場には当研究室所属ゼミ生も常駐していますが、
プロの職工と共に歴史文化遺産の保存を実務で担うことで、先人が残
した技術を余すことなく習得することが出来ます。
近年、公共空間整備も特命で依頼を頂いており、行田市総合福祉会
館やすらぎの里中庭改修整備事業もその一つです。平成１１年に創設さ
れた当館は、高齢化社会に対応した地域に根差す福祉拠点として行田
市が設置したものですが、４３０�ほどある中庭は積極活用されていま
せんでした。このため、更なる福祉サービスの向上を目途として、行
田市より学校法人ものつくり大学（横山研究室）に設計・改修が委託
されました。早速私たちはヒアリングや調査研究を重ね、リハビリテ
ーション機能を備えた誰もが安らぎ、語らえる空間の創出を提案しま

した。この提案が了承され、２ヵ年度継続事業として改修が着手され
ましたが、近接する利根川の水位が高いことは作業にも多大な影響を
及ぼしました。研究室所属ゼミ生たちは雨に打たれ、風に煽られてボ
ロボロになりながらも、立派に整備事業を完成させました。学生時代
におけるこの様な経験はきっと、その後の人生に大きな効果を齎すこ
とになりますが、本学にしかできないオンリーワンの社会貢献事業と
言えます。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

若きテクノロジストの育成と活躍の場を
製造技能工芸学科長 龍 前 三 郎 教授

龍前三郎（りゅうまえさぶろう）教授、工学博士 東京工業大学卒、同大学院理工学研究科、情報理工学研究科勤務、経済企画
庁経済研究所客員研究員、明治大学兼任講師。２００１年ものつくり大学着任。日本生体医工学会、日本人間工学会などの会員（連
絡先：０４８‐５６４‐３８３９／ryumae@iot.ac.jp）

実践的社会貢献での「ものづくりとひとづくり」
建設技能工芸学科 横 山 晋 一 准教授

横山晋一（よこやましんいち）准教授 東亜大学大学院総合学術研究科デザイン専攻。修士（芸術）。�文化財建造物保存技術
協会、�立教学院立教大学を経て、２００５年４月からものつくり大学講師、現在准教授。日本建築学会、日本建築家協会などに所
属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８６１／yokoyama@iot.ac.jp）

行田市総合福祉会館やすらぎの里
中庭改修整備事業

熊谷市指定文化財
根岸家住宅長屋門保存修理事業

―１９―



謹謹賀賀新新年年
2011 到着順掲載紙上名刺交換会

代
表
取
締
役

社

長

岡

村

裕

り
そ
な
総
合
研
究
所
株
式
会
社

代

表

取
締
役

東
日
本
昇
降
機
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

吉

見

商

事

株

式

会

社

代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

理
事
長

利

根

忠

博

財
団
法
人
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代

表

取
締
役

石

川

卓

東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

牛

山

電

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

日
本
オ
イ
ル
ポ
ン
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

荻

野

芳

朗

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代

表

取
締
役

株
式
会
社

デ

サ

ン
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到着順掲載紙上名刺交換会

取
締
役

社

長

武

州

産

業

株

式

会

社

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代

表

取
締
役

株
式
会
社

こ
も
だ
建
総

執
行
役
員

埼
玉
製
作
所
所
長

片

山

行

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

名
誉
顧
問

森

谷

文

昭

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

代

表

取
締
役

武

蔵

工

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

日

野

勝

義

埼

玉

機

器

株

式

会

社

会

長

株
式
会
社

島

村

工

業

代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

東

上

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
イ
マ
ギ
イ
レ

代
表
取
締
役

社

長

八
木
橋

宏
純

株
式
会
社

八

木

橋

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

日
本
自
動
車
管
理
株
式
会
社
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到着順掲載紙上名刺交換会

代

表

取
締
役

株
式
会
社

丸
広
百
貨
店

代

表

取
締
役

株
式
会
社

シ
ョ
ー
モ
ン

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代

表

取
締
役

株
式
会
社
エ
ア
コ
ン
セ
ン
タ
ー

執
行
役
員

埼
玉
支
店
長

東

京

電

力

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

代

表

取
締
役

志

賀

司

株
式
会
社

セ
レ
モ
ニ
ー

代
表
取
締
役

社

長

森

川

雅

人

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

会

長

菊

池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

取
締
役

会

長

伊

藤

巖

株
式
会
社

朝
日
ラ
バ
ー

代

表

取
締
役

有
限
会
社

創
文
社
印
刷

代
表
取
締
役

社

長

�
田

純

一

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

三
国

雅
裕

職

員

一

同
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平
成
二
十
二
年
度
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
の
成
果
報
告
会
を

十
一
月
三
十
日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
研
修
室
に
て
開
催
し
、

体
験
し
た
学
生
、
受
入
先
の
経
営
者
・

担
当
者
、
送
り
出
し
側
の
大
学
関
係
者

ら
八
十
名
が
出
席
し
た
。

こ
の
会
は
、
今
年
度
か
ら
埼
玉
県
が

新
た
に
事
業
化
し
、
本
会
が
実
施
団
体

と
し
て
活
動
し
て
い
る
「
埼
玉
県
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
の

今
年
度
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

果
と
課
題
を
ふ
り
か
え
り
、
今
後
の
望

ま
し
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
の
あ

り
か
た
を
考
え
る
会
と
し
て
、
埼
玉
県

産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
（
ヤ
ン
グ
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
）
と
本
会
が
共

催
し
開
催
し
た
。

会
で
の
冒
頭
、
大
島
誠
一
郎
埼
玉
県

産
業
労
働
部
副
部
長
は
、「
低
調
な
大

学
生
の
就
職
内
定
率
な
ど
若
年
者
の
厳

し
い
雇
用
情
勢
は
毎
日
の
よ
う
に
報
道

さ
れ
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
日
の
報
告
会
で
発
表
さ
れ
る
成

果
・
課
題
を
共
通
認
識
し
、
雇
用
ミ
ス

マ
ッ
チ
解
消
の
手
が
か
り
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。
三
国
雅
裕
本
会

専
務
理
事
は
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
職
業
感
・
就
業
意
識
を
醸
成
す
る
こ

と
、
あ
る
い
は
地
元
企
業
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
結
果
と
し
て
産
業
界
に
戻
り
、

ひ
い
て
は
我
が
国
の
活
力
の
維
持
・
向

上
に
寄
与
す
る
。
こ
の
会
を
通
し
て
問

題
点
や
課
題
、
そ
し
て
、
学
生
指
導
の

在
り
方
な
ど
も
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
宮
田
信
久
本
会
調
査
部
長

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局
統
括
）

が
今
年
度
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
、
実
施
学
生
二
二
四
名
、
登
録
受

入
先
数
一
一
二
先
、
実
施
受
入
先
数
七

四
先
な
ど
の
実
施
結
果
や
未
応
募
先
二

八
先
の
内
訳
な
ど
を
報
告
、
引
き
続
き
、

実
施
学
生
四
名
、
受
入
先
三
先
、
大
学

一
校
よ
り
成
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
・
報
告
要
旨
◆

□
学
生
の
部
□

�
十
文
字
学
園
大
学

人
間
福
祉
学
科

神
宮
沙
紀
氏

●
研
修
先
�
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策

課○
成
果
�
就
職
に
関
し
、
具
体
的
な
目

標
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

�
東
洋
大
学

工
学
部
機
械
工
学
科

芝
田
琢
哉
氏

●
研
修
先
�
リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
�

○
成
果
�
社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
、

心
遣
い
を
理
解
で
き
た
。

○
課
題
�
就
活
中
に
は
実
際
に
現
場
に

行
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か

っ
た
。（
Ｈ
Ｐ
掲
載
以
外
の
こ
と
）

�
埼
玉
大
学

工
学
部
応
用
化
学
科

渡
辺
晴
香
氏

●
研
修
先
�
�
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ
ワ
ン

○
成
果
�
�
あ
る
程
度
任
さ
れ
る
こ
と

で
達
成
感
を
感
じ
る
喜
び
。
�
失
敗
・

挫
折
な
ど
か
ら
学
び
成
長
す
る
こ
と
。

○
実
施
後
の
変
化
�
働
く
こ
と
を
意
識

し
、
積
極
的
に
動
く
よ
う
に
な
っ
た
。

�
浦
和
大
学

こ
ど
も
学
部
こ
ど
も
学

科

久
保
山
拓
氏

●
研
修
先
�
東
京
ガ
ス
�

○
成
果
�
�
学
生
と
社
会
人
は
違
う
と

再
確
認
で
き
た
↓
焦
り
・
不
安
↓
や
る

気
・
挑
戦

�
目
標
業
界
へ
の
意
識
を

確
立
で
き
た
。

□
受
入
先
の
部
□

�
�
武
蔵
野
銀
行

人
事
部
人
材
育
成

グ
ル
ー
プ

調
査
役

福
井
重
城
氏

●
受
入
学
生
�
六
名
、
期
間
�
二
週
間

○
実
施
目
的
�
�
働
く
社
会
人
の
リ
ア

ル
な
姿
に
触
れ
て
も
ら
う

�
「
働
く

こ
と
」
の
意
義
を
感
じ
て
も
ら
う

�

地
元
銀
行
の
魅
力
を
伝
え
る

○
成
果
�
�
指
導
担
当
自
ら
が
客
観
的

な
視
点
で
ふ
り
か
え
る
良
い
機
会
と
な

っ
た

�
学
生
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

直
接
触
れ
、
良
い
刺
激
を
受
け
た

○
課
題
�
職
場
実
習
先
の
拡
大
と
若
手

行
員
た
ち
と
交
流
を
持
つ
機
会
の
設
定

�
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
�

組
織
活
性
本
部
人
財
開
発
グ
ル
ー
プ

主
管

坂
元

智
氏

●
受
入
学
生
�
九
名
、
期
間
�
十
日
、

十
五
日
、
三
ヵ
月
の
三
コ
ー
ス

○
実
施
目
的
�
企
業
競
争
力
を
培
う
上

で
も
産
学
協
同
の
取
り
組
み
と
社
会
貢

献
活
動
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
か
ら

○
成
果
�
�
受
入
担
当
の
指
導
体
験
に

つ
な
が
っ
た

�
よ
い
意
味
で
の
緊
張

感
が
持
て
た

○
課
題
�
機
密
保
護
の
関
係
上
、
実
習

学
生
が
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ

ス
で
き
な
い
の
で
、
実
習
内
容
に
制
約

が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

�
埼
玉
県
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課

主
査

中
山
智
子
氏
（
ヤ
ン
グ
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
駐
在
）

●
受
入
学
生
�
県
庁
三
七
課
所
で
五
六

名
、
期
間
�
三
日
〜
十
日

○
県
庁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
結
果

お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

○
課
題
・
要
望
�
�
応
募
先
の
偏
り
・

集
中

�
志
望
動
機
や
実
施
目
的
な
ど

不
明
確
な
学
生
が
い
る

□
大
学
の
部
□

�
埼
玉
工
業
大
学

教
学
部
就
職
課

係
長

大
島
崇
徳
氏

●
実
習
学
生
�
三
三
名
（
内
本
事
業
で

マ
ッ
チ
ン
グ
は
九
名
）

○
成
果
�
�
学
生
が
達
成
感
か
ら
自
信

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

�
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
格
段
に
向
上
し
た

○
課
題
�
�
実
習
先
を
探
す
時
点
で
明

確
な
目
的
意
識
が
伴
っ
て
い
な
い

�

就
職
活
動
の
早
期
化
に
よ
り
、
就
活
準

備
期
間
と
重
な
り
、
実
習
後
す
ぐ
に
就

活
へ
と
移
ら
ざ
る
を
得
な
い

学
生
や
受
入
先
の
生
の
声
に
は
臨
場

感
が
あ
り
、
産
学
の
相
互
理
解
を
深
め

る
意
味
で
も
有
効
な
械
会
と
な
っ
た
。

推
進
事
業
成
果
報
告
会
開
く

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

当
日
の
学
生
発
表
者

左
よ
り

東
洋
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科

芝
田
琢
哉
氏

十
文
字
学
園
女
子
大
学
人
間
生
活
学
部

人
間
福
祉
学
科

神
宮
沙
紀
氏

埼
玉
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科

渡
辺
晴
香
氏

浦
和
大
学
こ
ど
も
学
部
こ
ど
も
学
科

久
保
山
拓
氏

発
表
の
様
子
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七

労
働
者
の
損
害
賠

償
す
べ
き
金
額
を

め
ぐ
っ
て

１

労
働
者
の
負
担
す
べ
き

賠
償
金
額
は

本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
労
使

対
等
の
立
場
に
立
っ
た
平
成
二
〇
年
三

月
一
日
施
行
の
労
働
契
約
法
は
、
労
使

間
は
契
約
関
係
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

し
、
そ
れ
ゆ
え
労
働
者
に
対
し
て
も
、

権
利
の
み
で
な
く
、「
義
務
を
履
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
三
条
四
項
）

と
定
め
た
。

労
働
者
の
履
行
す
べ
き
労
働
契
約
上

の
多
様
な
義
務
の
中
に
故
意
、
過
失
、

ま
た
は
労
働
契
約
上
の
義
務
の
不
履
行

に
よ
っ
て
、
使
用
者
に
損
害
を
発
生
さ

せ
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
義
務
が

あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
は

従
前
か
ら
民
法
七
一
五
条
に
お
い
て
、

「
使
用
者
は
、
被
用
者
が
そ
の
事
業
の

執
行
に
つ
い
て
第
三
者
に
加
え
た
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。」（
第
一

項
）
と
し
て
、
使
用
者
等
が
第
三
者
に

対
し
て
与
え
た
損
害
を
賠
償
し
た
と
き

は
、「
使
用
者
又
は
監
督
者
か
ら
被
用

者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
を
妨
げ
な

い
。」（
第
三
項
）
と
の
規
定
が
あ
る
。

こ
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
当
然
使
用
者

は
労
働
者
に
損
害
賠
償
や
求
償
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
単
に
労
務
を

提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
労
働
者
に
求
償

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
同
条
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ

れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、「
多
数
説
は

使
用
者
の
被
用
者
に
対
す
る
求
償
権
の

法
的
根
拠
は
、
両
者
の
間
に
雇
用
、
委

任
等
の
契
約
関
係
が
存
在
す
る
と
き
は

債
務
不
履
行
と
し
て
、
契
約
関
係
不
存

在
の
場
合
に
は
不
法
行
為
（
使
用
者
が

外
観
上
若
し
く
は
事
実
上
の
使
用
関
係

に
基
づ
き
使
用
者
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
、

そ
の
た
め
に
損
害
を
被
っ
た
こ
と
）
に

基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
、
民
法
七
一
五
条
三

項
は
、
右
の
意
味
に
お
け
る
請
求
権
の

行
使
を
妨
げ
な
い
旨
を
注
意
的
に
規
定

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
解
し
て
い

る
。」（『
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
』

昭
和
五
一
年
、
二
七
〇
頁
）
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
労
働
者
に
対
す
る
使
用
者
の

損
害
賠
償
や
求
償
権
の
行
使
を
否
定
す

る
次
の
よ
う
な
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
使
用
者
の
責
任
に
は
使

用
者
が
終
局
的
に
負
担
す
べ
き
結
果
責

任
的
部
分
が
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い

て
、
使
用
者
は
固
有
の
責
任
を
負
い
、

求
償
権
は
発
生
し
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
り
、
右
の
固
有
責
任
を
負
担
す
べ
き

限
度
は
、
使
用
者
責
任
の
う
ち
に
結
果

責
任
を
導
入
す
る
縁
由
と
な
っ
た
報
復

責
任
、
危
険
責
任
の
原
理
に
則
り
公
平

の
見
地
か
ら
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
か
、「
企
業
責
任
的
構
成
を
徹
底
し

て
、
被
用
者
が
対
外
的
に
全
面
的
責
任

を
負
担
す
る
と
い
う
判
例
・
通
説
の
前

提
そ
の
も
の
を
批
判
し
、
企
業
活
動
に

当
然
内
在
す
る
と
み
る
べ
き
加
害
行
為

に
つ
い
て
は
、
被
用
者
の
対
外
責
任
を

否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
償
制
限
の

問
題
も
お
の
ず
か
ら
解
決
さ
れ
、
被
用

者
が
企
業
の
支
配
か
ら
逸
脱
し
て
企
業

に
損
害
を
及
ぼ
し
た
よ
う
な
場
合
に
の

み
求
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
も
の
と

す
る
も
の
。」（
同
前
、
二
七
三
頁
）
等

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
労
働
法
的
な
解

釈
か
ら
は
、「
労
働
者
が
労
働
契
約
上

負
っ
て
い
る
労
務
提
供
義
務
は
、
経
営

組
織
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
労
働
者

が
、
使
用
者
の
包
括
的
な
指
揮
命
令
に

服
し
な
が
ら
、
長
期
継
続
的
に
、
か
つ

使
用
者
の
た
め
に
、
使
用
者
の
業
務
の

一
環
と
し
て
履
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
か

か
る
労
務
提
供
過
程
で
生
ず
る
通
常
の

過
失
（
軽
過
失
）
に
よ
っ
て
使
用
者
お

よ
び
第
三
者
に
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
労
務
提
供
に
通

常
随
伴
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用

者
の
業
務
一
環
と
し
て
、
使
用
者
の
業

務
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」（
林
和
彦
「
ジ
ュ
リ
ス

ト
」
一
六
五
号
四
九
頁
）
と
い
っ
た
労

働
者
へ
の
求
償
や
負
担
を
否
定
す
る
も

の
も
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
五
一
年
七
月
八
日
の

最
高
裁
判
決
は
前
回
述
べ
た
と
お
り
、

「
使
用
者
が
、
そ
の
事
業
の
執
行
に
つ

き
な
さ
れ
た
被
用
者
の
加
害
行
為
に
よ

り
、
直
接
損
害
を
被
り
又
は
使
用
者
と

し
て
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
し
た
こ

と
に
基
づ
き
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、

使
用
者
は
、
そ
の
事
業
の
性
格
、
規
模
、

施
設
の
状
況
、
被
用
者
の
業
務
の
内
容
、

労
働
条
件
、
勤
務
態
度
、
加
害
行
為
の

態
様
、
加
害
行
為
の
予
防
若
し
く
は
損

失
の
分
散
に
つ
い
て
の
使
用
者
の
配
慮

の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
、

損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら

信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に

お
い
て
、
被
用
者
に
対
し
右
損
害
の
賠

償
又
は
求
償
の

請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
も

の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。」（
最

高
裁
一
小
判
決
、

茨
城
石
炭
商
事

事
件
、
判
時
八

二
七
号
五
二
頁
、

判
タ
三
四
〇
号

一
五
七
頁
）
と

判
示
し
て
、
�

諸
般
の
事
情
に

照
ら
し
、
�
損

害
の
公
平
な
分

担
と
い
う
見
地

か
ら
、
�
信
義

則
上
相
当
と
認

め
ら
れ
る
限
度

で
、
労
働
者
に

対
し
て
損
害
の

賠
償
又
は
求
償

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
五
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
９
）

弁
護
士

安

西

�

別表 労働者側負担の損害賠償額割合の裁判例（昭和４４年～平成１７年）

（注）昭和４４年～平成１７年の公刊判決より筆者が調査。
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の
請
求
を
認
め
た
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
者
へ
の
賠
償
や

求
償
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
・
オ
ア
・

ナ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
諸

般
の
事
情
」
を
考
慮
し
「
信
義
則
」
と

い
う
一
般
条
項
に
よ
っ
て
使
用
者
の
賠

償
お
よ
び
求
償
の
金
額
の
範
囲
を
制
限

す
る
も
の
で
、
そ
の
判
断
方
法
は
、
個

別
事
案
ご
と
に
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー

ス
で
処
理
し
う
る
「
柔
軟
性
」
を
有
す

る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
程
度
の
負
担
な
ら
公

平
な
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、

一
応
の
目
安
と
し
て
、
公
刊
物
に
よ
り

調
査
し
た
結
果
ど
の
よ
う
な
金
額
の
賠

償
あ
る
い
は
求
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

２

労
働
者
の
軽
過
失
に
よ
る

損
害
は
請
求
す
べ
き
で
な

い
か

労
働
者
が
使
用
者
に
与
え
た
損
害
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
損
害
賠
償
が
認

め
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
前
記

の
最
高
裁
判
決
は
、「
賠
償
及
び
求
償

の
割
合
的
制
限
の
根
拠
を
信
義
則
に
求

め
た
原
判
決
の
立
場
を
支
持
し
、
信
義

則
上
制
限
の
当
否
、
範
囲
を
決
す
る
た

め
に
斟
酌
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
諸
事
情

を
類
型
的
に
挙
示
し
た
う
え
、
Ｘ
の
事

業
が
石
油
等
の
輸
送
・
販
売
と
い
う
危

険
性
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
Ｘ
が

任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
、

Ｙ
が
特
命
に
よ
り
臨
時
的
に
加
害
車
を

運
転
し
て
業
務
遂
行
中
発
生
し
た
事
故

で
あ
り
、
Ｙ
の
過
失
が
重
大
な
も
の
で

な
い
こ
と
、
Ｙ
の
勤
務
成
績
が
普
通
以

上
で
あ
る
こ
と
等
を
重
視
し
て
、賠
償
・

求
償
制
限
の
一
適
用
例
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。」（
同
前
、
二
七
五
頁
）
と
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て

は
、「
使
用
者
は
、
被
用
者
の
業
務
執

行
に
つ
き
事
故
が
生
じ
な
い
よ
う
善
良

な
る
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
事
前
措

置
を
と
る
義
務
を
負
い
、
被
用
者
は
使

用
者
の
指
揮
・
監
督
の
下
に
合
理
的
注

意
を
払
っ
て
業
務
を
執
行
す
る
義
務
を

負
い
、
両
者
の
義
務
違
反
に
過
失
相
殺

の
考
え
方
を
類
推
適
用
し
て
公
平
に
求

償
割
合
（
負
担
部
分
）
を
決
す
る
べ
き

で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
�
被

用
者
の
業
務
執
行
に
際
し
て
、
使
用
者

は
設
備
、
機
械
、
器
具
、
労
務
場
等
に

安
全
措
置
を
講
じ
た
か
、
�
賃
金
の
低

廉
、
労
働
過
重
、
規
律
の
乱
れ
等
が
当

該
違
法
行
為
の
一
因
と
な
っ
て
い
な
い

か
、
�
労
務
の
内
容
・
程
度
に
応
じ
た

被
用
者
の
選
任
が
な
さ
れ
て
い
た
か
、

�
保
険
に
加
入
し
て
い
た
か
、
�
当
該

違
法
行
為
の
際
、
被
用
者
は
誠
実
に
労

務
に
服
し
て
い
た
か
、
�
被
用
者
が
ど

の
程
度
使
用
者
の
指
揮
命
令
に
従
っ
て

い
た
か
等
の
諸
要
素
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
。」（
同
前
、

二
七
三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
実
務
上
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
程
度
の

負
担
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に

な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
労
働
者

の
業
務
の
遂
行
過
程
に
お
け
る
ミ
ス

（
軽
過
失
）
は
、
労
働
義
務
に
通
常
随

伴
す
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
ゆ
え
使
用
者
は
保
険
制
度
や
価
格

設
定
に
よ
っ
て
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

判
例
で
も
、
従
業
員
が
会
社
業
務
の

た
め
の
会
社
所
有
の
乗
用
車
の
運
転
中
、

前
方
不
注
視
で
自
転
車
で
横
断
中
の
被

災
者
に
接
触
し
、
転
倒
事
故
に
よ
り
死

亡
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
「
被

告
（
労
働
者
）
は
日
常
的
に
は
原
告
会

社
の
指
揮
命
令
に
従
い
誠
実
に
労
務
を

提
供
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事

故
も
重
大
な
過
失
に
起
因
す
る
も
の
で

は
な
く
、
い
わ
ば
業
務
の
執
行
中
に
不

運
な
諸
要
因
が
重
畳
し
て
偶
発
的
に
生

じ
た
軽
過
失
に
基
づ
く
交
通
事
故
で
あ

る
と
こ
ろ
、
他
方
で
被
告
は
本
件
事
故

に
至
る
ま
で
原
告
会
社
に
お
け
る
勤
務

年
数
は
五
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
原
告
会
社
と
し
て
も
、
被

用
者
た
る
被
告
を
自
動
車
運
転
を
日
常

的
に
必
要
と
す
る
外
勤
に
配
転
す
る
に

際
し
て
、
被
告
が
そ
の
業
務
の
執
行
中

に
事
故
を
惹
起
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
事

前
措
置
を
講
ず
べ
き
契
約
上
の
義
務
を

負
う
も
の
で
あ
る
。」、「
し
か
も
、
原

告
会
社
は
、
本
来
任
意
保
険
に
よ
っ
て

全
額
ま
か
な
わ
れ
る
べ
き
本
件
損
害
賠

償
を
、
そ
の
独
自
の
判
断
に
基
き
被
害

者
保
護
の
た
め
保
険
金
額
を
超
え
る
本

件
示
談
を
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
」、「
被
告
ら
の
要
望
を
無
視
し
て
、

司
法
的
解
決
の
労
を
と
る
こ
と
な
く
自

ら
の
判
断
だ
け
で
取
決
め
た
示
談
額
の

う
ち
任
意
保
険
に
よ
り
填
補
さ
れ
な
い

部
分
の
一
切
を
、
若
年
の
一
被
用
者
で

且
つ
老
齢
の
両
親
を
扶
養
し
、
経
済
力

の
乏
し
い
被
告
に
転
化
し
た
上
、
こ
れ

に
求
償
を
求
め
う
る
と
す
る
こ
と
は
、

公
平
と
条
理
に
背
き
、
相
当
で
は
な
い

と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
し
、

結
局
被
告
に
対
す
る
本
件
請
求
は
失
当

と
し
て
棄
却
を
免
れ
な
い
（
昭
和
五
一

年
六
月
九
日
、
大
阪
地
裁
岸
和
田
支
部

判
決
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
南
海
事
件
、

判
時
八
四
二
号
一
〇
二
頁
）
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
に
軽
過
失
に
つ

い
て
は
労
働
者
に
賠
償
求
償
責
任
を
問

い
得
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

公
務
員
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は「『
故

意
又
は
重
大
な
過
失
』
に
よ
る
以
外
は

当
該
公
務
員
は
国
ま
た
は
公
共
団
体
か

ら
求
償
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
旨

規
定
し
た
国
家
賠
償
法
一
条
二
項
の
存

在
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
民
間
労
働
者
の

労
務
提
供
過
程
に
お
け
る
軽
過
失
に
つ

い
て
も
使
用
者
と
の
関
係
で
労
働
者
は

債
務
不
履
行
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。」
と
か
、
ま
た
、
労
働
法
的

解
釈
に
お
い
て
は
、「
労
働
契
約
の
解

釈
を
超
え
て
、
労
務
提
供
過
程
に
お
い

て
生
じ
た
軽
過
失
に
対
し
て
は
労
働
者

は
債
務
不
履
行
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い

こ
と
は
、
現
在
で
は
、
一
般
に
産
業
社

会
に
お
け
る
控
除
を
構
成
す
る
も
の
と

解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
ま
で
い

わ
れ
て
い
る
（
林
和
彦
前
掲
書
）。

３

不
正
利
得
は
全
額
賠
償

一
方
、
横
領
、
詐
欺
、
不
正
経
理
に

よ
る
利
得
、
不
正
手
段
や
背
任
的
な
利

得
と
言
っ
た
違
法
・
不
当
な
行
為
に
よ

っ
て
会
社
に
損
害
を
か
け
た
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
全
額
の
損
害
賠
償
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
運
送
会
社
の
作
業
員
の
懲

戒
解
雇
事
件
に
対
し
、
会
社
側
が
反
訴

と
し
て
高
速
道
路
切
符
の
横
領
、
不
正

な
経
理
処
理
に
よ
る
詐
欺
を
理
由
と
す

る
懲
戒
解
雇
と
主
張
し
、
損
害
賠
償
を

求
め
る
反
訴
を
提
起
し
た
事
件
に
つ
い

て
、
裁
判
所
は
会
社
の
請
求
全
額
の
損

害
賠
償
を
認
め
て
い
る
。

―２５―



す
な
わ
ち
、
高
速
道
路
切
符
横
領
つ

い
て
「
原
告
は
、
未
使
用
の
高
速
道
路

の
切
符
を
追
加
作
業
や
臨
時
便
を
走
っ

た
こ
と
に
対
す
る
そ
の
他
手
当
と
し
て
、

あ
る
い
は
深
夜
、
早
朝
に
走
る
場
合
の

早
朝
手
当
と
し
て
運
転
手
た
ち
に
配
布

し
た
こ
と
が
あ
る
旨
主
張
し
、
原
告
本

人
も
こ
れ
に
沿
う
供
述
を
す
る
が
、
被

告
が
原
告
に
対
し
、
被
告
か
ら
配
布
さ

れ
た
高
速
道
路
の
切
符
に
つ
い
て
そ
の

よ
う
な
使
用
方
法
を
認
め
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
証
拠
は
な
い
か
ら
、
そ
の

部
分
に
つ
い
て
は
原
告
自
ら
着
服
横
領

し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
原
告

の
責
任
は
免
れ
な
い
。」
と
し
、
傭
車

費
の
詐
欺
の
主
張
に
つ
い
て
も
「
原
告

は
、
こ
れ
ら
の
金
員
は
す
べ
て
臨
時
の

仕
事
を
し
た
他
社
の
ア
ル
バ
イ
ト
運
転

手
又
は
被
告
の
『
Ｋ
』
部
門
の
運
転
手

に
支
払
わ
れ
て
い
る
旨
主
張
す
る
が
、

こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠

は
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
右
金
員
は
原
告
に
お

い
て
領
得
し
た
も
の
と
認
め
る
ほ
か
な

く
、
賠
償
義
務
を
免
れ
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」
と
し
て
請
求
損
害
全
額

の
賠
償
を
認
め
て
い
る
（
平
成
八
年
一

一
月
二
六
日
東
京
地
裁
判
決
、
ペ
イ
ヴ

ァ
ロ
ー
事
件
、
労
判
七
一
五
号
一
〇
六

頁
）。ま

た
、
集
金
し
た
売
掛
金
を
会
社
に

入
金
し
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
「
右

に
よ
れ
ば
、
原
告
は
、
被
告
の
た
め
に

集
金
し
て
き
た
売
掛
金
で
あ
る
か
ら
、

本
来
被
告
に
入
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
被
告
に
入
金
せ
ず
に
、
そ
の
一

部
を
被
告
へ
の
貸
し
付
け
の
た
め
に
自

ら
が
し
た
借
金
の
返
済
の
一
部
に
当
て

た
と
い
う
の
で
あ
る
（
原
告
本
人
尋
問

の
結
果
）
か
ら
、
動
機
に
お
い
て
同
情

す
べ
き
点
は
あ
る
に
し
ろ
、
原
告
の
行

動
が
被
告
主
張
の
よ
う
に
横
領
に
当
た

る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、

原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
民
法
七
〇
九

条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
平
成
一

〇
年
八
月
三
一
日
東
京
地
裁
判
決
、
幹

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
事
件
、
労
判
七
五
四

号
九
一
頁
）
と
全
額
の
損
害
賠
償
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

４

労
働
者
の
支
払
い
能
力
超

え
る
金
額
に
な
る
こ
と
も

従
業
員
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
が
巨

額
で
あ
っ
て
も
、
社
内
規
約
に
反
し
巨

額
の
商
品
代
金
の
支
払
い
を
受
け
な
い

ま
ま
取
引
先
に
引
き
渡
し
て
大
き
な
損

害
を
か
け
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
「
商
取

引
を
担
当
す
る
営
業
社
員
が
、
そ
の
業

務
遂
行
過
程
に
お
け
る
過
失
に
よ
り
使

用
者
で
あ
る
会
社
に
損
害
を
生
ぜ
し
め

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
右
過
失
が
通
常

程
度
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
右
営

業
社
員
に
右
損
害
の
賠
償
責
任
を
認
め

る
の
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
も

い
え
よ
う
が
、
本
件
の
よ
う
に
営
業
社

員
に
重
過
失
が
あ
る
と
き
に
は
、
た
と

え
損
害
額
が
当
該
営
業
社
員
の
賠
償
能

力
を
は
る
か
に
上
回
る
巨
額
な
も
の
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
会
社
側
の
過
失
が

斟
酌
さ
れ
て
賠
償
す
べ
き
額
が
減
額
さ

れ
る
こ
と
は
格
別
、
損
害
賠
償
責
任
は

免
れ
え
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
し
、
五
億
円
余
り
の
損
害
額
の
う
ち

そ
の
一
割
の
五
〇
〇
〇
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
こ
れ
を

認
め
、
さ
ら
に
、
身
元
保
証
人
に
対
し

て
も
「
損
害
額
五
億
円
を
超
え
、
控
訴

人
の
請
求
額
が
そ
の
一
〇
分
の
一
弱
と

な
っ
て
い
る
本
件
に
お
い
て
は
、
右
の

如
き
斟
酌
を
し
て
も
な
お
、
控
訴
人
が

自
ら
減
額
し
た
請
求
額
を
更
に
減
額
す

べ
き
根
拠
は
見
出
し
難
い
」
の
で
、「
本

訴
請
求
に
係
る
五
〇
〇
〇
万
円
を
賠
償

す
る
責
任
が
あ
る
。」（
平
成
二
年
四
月

一
六
日
仙
台
高
裁
秋
田
支
部
判
決
、
丸

北
秋
田
中
央
水
産
事
件
、
判
時
一
三
五

五
号
七
一
頁
）
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
減
額
を
し
て
も
損
害

賠
償
と
し
て
は
労
働
者
自
弁
の
支
払
能

力
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
労
働
者
の
負
担
す
べ
き
損
害

賠
償
金
額
算
定
上
、
考
慮
す
べ
き
事
項

と
い
え
よ
う
。

労
働
基
準
監
督
署
等
の
労
働
基
準
機
関
は
、
最

低
労
働
基
準
で
あ
る
労
働
基
準
法
の
施
行
を
つ
か

さ
ど
り
、
臨
検
監
督
権
限
や
司
法
警
察
権
限
を
有

す
る
取
締
機
関
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
職

権
行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
立
場
で
労
使
に
対

し
、
労
基
法
、
安
衛
法
、
最
賃
法
等
関
係
法
令
の

遵
守
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
強
制
取
締
官
庁
と

し
て
は
労
働
契
約
に
基
づ
く
私
法
上
の
問
題
に
つ

い
て
は
介
入
し
な
い
（
民
事
不
介
入
）
と
い
う
こ

と
が
原
則
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
一
五
年
の
労
基
法
第
一
四
条

の
改
正
に
よ
っ
て
、
有
期
労
働
者
の
多
く
が
契
約

更
新
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
一
定
期
間
継
続
し
て
雇

用
さ
れ
て
い
る
現
状
等
を
踏

ま
え
、
有
期
労
働
契
約
が
労

使
双
方
か
ら
良
好
な
雇
用
形

態
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
の
上
限
を

一
年
か
ら
三
年
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、
高
度
の

専
門
的
知
識
等
を
有
す
る
労
働
者
や
満
六
〇
歳
以

上
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
特
例
と
し
て
そ
の
期

間
の
上
限
を
五
年
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
同
条
第
二
項
が
新
設
さ
れ
、「
期

間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
締
結
時
及
び
当
該

労
働
契
約
の
期
間
の
満
了
時
に
お
い
て
労
働
者
と

使
用
者
と
の
間
に
紛
争
が
生
ず
る
こ
と
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
使
用
者
が
講
ず
べ
き
労
働
契
約

の
期
間
の
満
了
に
係
る
通
知
に
関
す
る
事
項
そ
の

他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。」
と
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、「
行
政
官

庁
は
、
前
項
の
基
準
に
関
し
、
期
間
の
定
め
の
あ

る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
使
用
者
に
対
し
、
必
要

な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。」（
同

条
第
三
項
）
と
定
め
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
パ

ー
ト
労
働
法
等
と
違
っ
て
、
労
働
基
準
監
督
機
関

が
助
言
、
指
導
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

「
有
期
労
働
契
約
が
労
使
双
方
に
と
っ
て
良
好
な

雇
用
形
態
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
有
期
労
働
契
約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止

め
に
際
し
て
発
生
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
そ

の
迅
速
な
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
…（
以
下
省
略
。）。」
た
め
で
あ
り
、

こ
れ
は
最
低
労
働
基
準
の
遵
守
で
は
な
く
、「
労

使
間
の
紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
」
と
い
う

民
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
機
関
に
よ
る
必
要
な
助

言
及
び
指
導
と
い
う
の
も
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
、
民
事
上
の

有
期
労
働
契
約
の
「
民
事
介
入
」
を
労
働
基
準
監

督
機
関
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防
止
の
た
め
に
、

「
有
期
労
働
契
約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に

関
す
る
基
準
」（
平
成
一
五
年
告
示
三
五
二
号
、

平
成
二
〇
年
告
示
一
二
号
）
が
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
労
働
基
準
監
督
官
等
が
、
こ
れ
ら
の

告
示
等
遵
守
の
行
政
指
導
に
当
た
る
た
め
、
例
外

的
な
民
事
上
の
強
制
力
の
な
い
助
言
・
指
導
で
あ

る
の
に
、
使
用
者
側
に
は
本
来
の
労
働
基
準
と
同

じ
よ
う
に
こ
れ
ら
の
告
示
や
行
政
指
導
が
強
制
的

な
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
助
言
、
指
導
と
い
っ
た
も
の
は
、

「
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
」
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
労

使
間
の
民
事
上
の
問
題
で
あ
り
、
い
わ
ば
民
間
の

当
事
者
間
の
雇
用
契
約
に
つ
い
て
の
行
政
と
し
て

の
「
お
節
介
」
と
し
て
の
介
入
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
限
度
が
あ
り
、
一
般

的
な
指
導
啓
発
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現

在
は
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
申
告
を
受
け
、

指
導
票
を
出
し
て
い
る
点
で
問
題
が
あ
る
。

有
期
契
約
へ
の
民
事
介
入

弁
護
士

安
西

�

―２６―
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第
八
回
利
根
会
長
杯
争
奪
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
は
、
十
一
月
二
六
日
�
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス
に
お
い

て
、
二
七
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
プ

レ
ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー

ト
し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

利
根
会
長
杯
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方

式
）
は
、
ア
ウ
ト
五
三
、
イ
ン
四
五
、

グ
ロ
ス
九
八
、
ネ
ッ
ト
七
二
・
八
で
木

村
吉
男
氏
（
久
喜
菖
蒲
工
業
団
地
管
理

セ
ン
タ
ー
社
長
）
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
三
九
、
イ
ン
四

一
、
グ
ロ
ス
八
〇
、
ネ
ッ
ト
七
四
。
〇

で
植
田
耕
作
氏
（
日
本
メ
タ
ル
ガ
ス
ケ

ッ
ト
会
長
）
が
受
賞
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
優
勝
は
木
村
氏
が
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
植
田
耕
作
氏
が
優

勝
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
も
獲

得
し
た
。（
主
な
成
績
は
別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長

杯
、
準
優
勝
杯
、
そ
の
他
の
優
勝
杯
・

準
優
勝
杯
が
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、

授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上

が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
六
月
三
日
�
武
蔵

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

木木
村村
吉吉
男男
氏氏
がが
初初
優優
勝勝

第
８
回
利
根

会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第８回利根会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２２年１１月２６日�武蔵カントリークラブ笹井コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順 位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット 各 賞

優 勝 木村 吉男 久喜菖蒲工業団
地管理センター 社 長 ５３ ４５ ９８ ２５．２ ７２．８

準優勝 植田 耕作 日本メタル
ガスケット 会 長 ３９ ４１ ８０ ６．０ ７４．０ ベスグロ

３ 位 川上 博史 野火止製作所 顧 問 ４７ ５１ ９８ ２４．０ ７４．０

４ 位 町田 肇 リ ー ド 社 長 ４６ ５１ ９７ ２２．８ ７４．２

５ 位 遠藤 長俊 トーエイ物流 社 長 ４９ ４７ ９６ ２１．６ ７４．４

２．シニアの部

優 勝 木村 吉男 久喜菖蒲工業団
地管理センター 社 長 ５３ ４５ ９８ ２５．２ ７２．８

準優勝 植田 耕作 日本メタル
ガスケット 会 長 ３９ ４１ ８０ ６．０ ７４．０

３．グランドシニア

優 勝 植田 耕作 日本メタル
ガスケット 会 長 ３９ ４１ ８０ ６．０ ７４．０

細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
優
勝
杯
を
授
与

さ
れ
る
木
村
吉
男
氏（
左
）

パ
ー
テ
ィ
ー
で
懇
談
す
る
参
加
者

準
優
勝
杯
を
授
与
さ
れ
る
植
田
耕
作
氏

（
左
）

３
位
の
川
上
博
史
氏（
左
）

全
員
そ
ろ
っ
て
記
念
撮
影

―２７―



�����
�����
�����

「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

の
策
定
・
届
出
は
お
済
み

で
す
か
？

【一般事業主行動計画の策定・届出について】

１００人以下

努力義務

努力義務

１０１人以上
３００人以下

義務

３０１人以上

義務

義務

平成２３年
４月１日
以降

平成２３年
３月３１日
まで

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
改
正
に
基

づ
き
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
、
一
般
事
業

主
行
動
計
画
（
※
１
）
の
策
定
・
届
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
企
業
の
範
囲
が
、
従
業
員
数
３
０

１
人
以
上
の
企
業
か
ら
、
従
業
員
数
１
０
１
人

以
上
の
企
業
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、埼
玉
県
子
育
て
応
援
宣
言
企
業（
※

２
）の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、ご
登
録
の
宣
言
を
基

に
し
て
簡
単
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う「
一
般
事
業
主
行
動
計
画

策
定
サ
ポ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
が
お

済
み
で
な
い
従
業
員
数
１
０
１
人
以
上
の
企
業

の
皆
さ
ま
、
ま
ず
は
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
へ

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

県
が
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出

の
お
手
伝
い
を

い
た
し
ま
す
。

（
※
１
）一
般
事
業
主
行
動
計
画
と

は
…
？

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
で
は
、従
業
員

数
１
０
１
人
以
上
の
企
業（
平
成

２３
年
３
月
３１
日
ま
で
は
従
業
員

数
３
０
１
人
以
上
の
企
業
）
は
、

従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
等
を
支
援
す
る
た
め
の
行
動

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
旨
を
都

道
府
県
労
働
局
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
届
出
先
及
び
お
問
い

合
わ
せ
先
�
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
０
４

８
―
６
０
０
―
６
２
１
０
）

（
※
２
）埼
玉
県
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
と
は
…
？

「
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
」

や「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」を
企
業
等
の

ト
ッ
プ
が
宣
言
し
、
県
に
登
録
す
る
制
度
で
す
。

登
録
す
る
と
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
企
業
紹

介
や
、
登
録
証
書
及
び
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
、

制
度
融
資
の
利
率
優
遇
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
登
録
手
続
き
は
い
た
っ
て
簡
単
で
す
。

埼
玉
県
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
及
び
「
一
般
事

業
主
行
動
計
画
策
定
サ
ポ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
お
問
い
合
わ
せ
先
�
県
勤
労
者
福
祉
課
（
０

４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
３
）

過
去
の
大
震
災
の
教
訓
の
一
つ
に
「
自
助
、

共
助
の
大
切
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
近

隣
の
事
業
所
や
住
民
等
に
よ
る
早
期
の
救
助
活

動
に
よ
っ
て
、
無
事
生
還
さ
れ
た
方
が
数
多
く

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
埼
玉
県
で
は
、
平
成
十
四
年
七

月
に
、「
埼
玉
県
震
災
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
県
・

県
民
・
事
業
所
が
力
を
合
わ
せ
て
震
災
時
の
被

害
の
軽
減
に
取
り
組
み
、全
て
の
県
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
に
お
き
た
電
車
脱
線
事

故
で
は
、
事
故
現
場
近
く
に
あ
っ
た
工
場
の
従

業
員
の
方
々
が
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
人
命
救

助
や
負
傷
者
の
手
当
等
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
元
企
業
や
事
業
所
は
、
地

域
社
会
に
お
け
る
共
助
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
上
の

協
力
が
期
待
で
き
る
企
業
や
事
業
所
を
、「
地

域
防
災
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
事
業
所
」
と
し
て
登

録
し
、
地
域
と
の
連
携
や
協
力
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
末
ま
で
に
、
４
、３
０
０

か
所
を
目
標
と
し
て
登
録
を
促
進
し
て
お
り
、

平
成
二
十
二
年
十
月
末
現
在
４
、１
９
５
の
企

業
・
事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
事
業
所
の
活
動

サ
ポ
ー
ト
企
業
・
事
業
所
に
登
録
し
た
場
合
、

業
種
や
地
域
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、次
の
よ

う
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
地
域
の
初
期
消
火
活
動
や
救
出
活
動
に
あ
た

る
人
員
の
提
供

・
救
援
活
動
に
必
要
な
資
機
材
・
車
両
な
ど
の

提
供

・
避
難
場
所
の
提
供

・
避
難
者
へ
の
水
や
食
料
、
物
資
、
ト
イ
レ
の

提
供

・
倉
庫
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
地
域
の

備
蓄
物
資
・
資
機
材
の
保
管
場
所
の
提
供

・
市
町
村
や
地
元
の
自
主
防
災
組
織
が
主
催
す

る
防
災
訓
練
へ
の
参
加

◆
登
録
で
き
る
事
業
所

地
域
と
協
力
し
て
、
防
災
・
救
援
活
動
を
行

う
意
欲
の
あ
る
企
業
・
事
業
所
で
す
。

埼
玉
県
の
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
登
録
の
証
明

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
・
事
業
所
に
は
、

「
登
録
証
」
が
交
付
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

◆
登
録
方
法

サ
ポ
ー
ト
企
業
・
事
業
所
の
登
録
は
、
登
録

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
左
記
あ
て

に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
電
子
申
請
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
電
子
申
請

は
埼
玉
県
消
防
防
災
課
「
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト

企
業
・
事
業
所
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/
bousai- support.htm

l

）

◆
問
合
せ
・
登
録
申
込
み

埼
玉
県
消
防
防
災
課

地
震
対
策
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
８
―
８
３
０
―
３
１
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
８
―
８
３
０
―
４
７
７
９

〒
３
３
０
―
９
３
０
１

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
―
十
五
―
一

彩
の
国
か
ら
第第５５７７回回

県
政
情
報

埼
玉
県
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
事
業
所
の
募
集

たくさんの救援物資が送られてきます。
しかしそれらを保管する場所の確保が必要に
なります。

炊き出しや配膳の手伝い、調理に必要な材料
や水などの他、排水のできる場所の確保も大
切です。

倒壊した建物やゴミの片づけは、多くの人手
が必要になります。

―２８―
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
求
め
緊
急
集
会

―
日
本
経
団
連
な
ど
経
済
三
団
体

が
開
催

日
本
経
団
連
、日
本
商
工
会
議
所
、経

済
同
友
会
の
経
済
三
団
体
は
十
一
月
一

日
、都
内
ホ
テ
ル
で「
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
へ
の
参
加
を
求
め
る

緊
急
集
会
」を
開
催
し
た
。経
団
連
で
は

こ
れ
ま
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を

積
極
的
に
働
き
か
け
て
お
り
、
十
一
月

十
三
日
、
十
四
日
開
催
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
に
お
い
て
、
わ
が
国
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
へ
の
参
加
を
表
明
す
る
こ
と
を
日
商
、

同
友
会
と
と
も
に
改
め
て
強
く
求
め
た
。

会
合
で
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
民

主
党
の
直
嶋
正
行
前
経
済
産
業
大
臣
、

自
民
党
の
甘
利
明
元
経
済
産
業
大
臣
、

西
村
康
稔
経
済
産
業
部
会
長
、
み
ん
な

の
党
の
渡
辺
喜
美
代
表
、
た
ち
あ
が
れ

日
本
の
園
田
博
之
幹
事
長
が
挨
拶
し
た

ほ
か
、
国
会
議
員
、
会
員
企
業
代
表
者

な
ど
八
〇
〇
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
と
し
て
挨
拶
し
た
米

倉
会
長
は
、「
仮
に
こ
の
機
を
逃
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
先
送
り
す
る

こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
わ
が
国
は
国
際

的
な
事
業
環
境
の
整
備
に
お
い
て
諸
外

国
か
ら
大
き
く
後
れ
を
取
り
、
世
界
の

成
長
と
繁
栄
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
も
の
と
強
く
危
惧
し
て
い
る
」
と
危

機
感
を
示
し
た
。

緊
急
集
会
で
は
、
三
団
体
長
連
名
に

よ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
早
期
参
加
を

求
め
る
」
と
の
決
議
を
採
択
し
た
。
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連連
合合
とと
のの
懇懇
談談
会会
をを
開開
催催

―
経
済
成
長
に
向
け
た
課
題
や

雇
用
と
人
材
育
成
・
活
用
な

ど
意
見
交
換

日
本
経
団
連
は
十
一
月
十
七
日
、
東

京
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
経
団
連
か
ら
は
米
倉
会
長
を
は
じ

め
、
大
橋
洋
治
副
会
長
、
岩
沙
弘
道
副

会
長
、
三
浦
惺
副
会
長
た
、
連
合
か
ら

は
古
賀
会
長
を
は
じ
め
、
会
長
代
行
や

副
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
四
〇
名
が
参

加
。
�
わ
が
国
経
済
の
成
長
に
向
け
た

課
題
、
�
日
本
の
成
長
を
支
え
る
雇
用

と
人
材
育
成
・
活
用
―
を
テ
ー
マ
に
意

見
を
交
換
し
た
。

冒
頭
、
米
倉
会
長
は
、「
労
使
ト
ッ
プ

が
率
直
な
議
論
を
行
っ
て
意
思
疎
通
を

図
る
こ
と
は
、
適
切
な
企
業
運
営
を
行

う
上
で
重
要
」
と
同
懇
談
会
の
意
義
を

強
調
し
た
。
そ
の
上
で
、
今
回
の
懇
談

テ
ー
マ
で
あ
る
経
済
成
長
や
雇
用
、
人

材
育
成
な
ど
、「
国
の
根
幹
に
関
わ
る

重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
率
直
な
意
見

交
換
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

一
方
、
古
賀
会
長
は
、「
働
く
現
場
、

雇
用
の
現
場
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、
社

会
は
安
定
し
、
発
展
し
て
い
く
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
は
労
使
で

共
通
の
価
値
観
と
し
て
共
有
で
き
る
と

の
認
識
を
示
し
、
前
向
き
な
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

■
わ
が
国
経
済
の
成
長
に
向
け
た
課
題

第
一
テ
ー
マ
「
わ
が
国
経
済
の
成
長

に
向
け
た
課
題
」
に
つ
い
て
、
経
団
連

側
は
、
政
府
の
新
成
長
戦
略
の
完
遂
に

向
け
て
、
進
捗
の
チ
ェ
ッ
ク
と
必
要
な

補
強
・
改
善
を
労
使
共
同
で
政
府
に
働

き
か
け
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た

ほ
か
、
政
府
が
進
め
る
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
政
策
に
つ
い
て
、
企
業
の
国
際

競
争
力
や
投
資
・
雇
用
に
大
変
な
悪
影

響
が
あ
る
と
の
懸
念
を
表
明
し
た
。
ま

た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
網
の
拡
充
に
よ
り
、
貿
易
・
投
資

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

実
質
的
な
法
人
税
減
税
の
軽
減
な
ど
、

税
制
抜
本
改
革
の
早
期
断
行
の
必
要
性

な
ど
に
も
言
及
し
た
。

一
方
、
連
合
側
は
、
日
本
経
済
の
安

定
的
成
長
に
は
経
済
政
策
と
雇
用
政
策

の
一
体
的
推
進
が
最
も
必
要
で
あ
る
と

指
摘
。
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、「
公
正
か
つ
実
行
性
あ
る

単
一
の
国
際
的
枠
組
み
と
国
内
政
策
を

早
期
に
構
築
す
べ
き
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。
ま
た
、
法
人
税
減
税
に
つ
い
て

も
触
れ
、「
何
の
た
め
に
行
う
の
か
目

的
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

減
税
分
は
国
内
投
資
や
雇
用
に
振
り
向

け
る
べ
き
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

■
日
本
の
成
長
を
支
え
る
雇

用
と
人
材
育
成
・
活
用

第
二
テ
ー
マ
「
日
本
の
成
長
を
支
え

る
雇
用
と
人
材
育
成
・
活
用
」
に
つ
い

て
は
、
経
団
連
側
は
、「
早
期
に
景
気

を
自
律
的
な
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め

に
は
、
雇
用
の
維
持
・
安
定
に
向
け
た

取
り
組
み
の
継
続
が
重
要
」
と
の
認
識

を
示
す
と
と
も
に
、
新
た
な
雇
用
を
生

み
出
し
て
い
く
取
り
組
み
を
加
速
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
ま
た
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

「
も
の
づ
く
り
立
国
を
わ
が
国
の
経
済

成
長
の
生
命
線
と
す
る
以
上
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
技
術
力
、
研
究

開
発
力
の
維
持
向
上
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
観
点
か
ら
人
材
育
成
の
取
り
組
み

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
労
働
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
働
き
方
な

ど
に
対
応
す
る
上
で
、
多
様
な
就
業
形

態
、
雇
用
形
態
の
活
用
が
重
要
で
あ
る

こ
と
や
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
有
期

労
働
法
制
に
関
し
、
実
情
に
合
わ
せ
る

て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
一
律
的
な
規

制
や
ル
ー
ル
化
は
か
え
っ
て
雇
用
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な

ど
に
も
言
及
し
た
。

一
方
、
連
合
側
は
、
成
長
の
推
進
力

と
な
る
人
材
の
育
成
・
活
用
に
は
、
質

の
高
い
雇
用
へ
の
転
換
が
ま
ず
求
め
ら

れ
る
と
し
た
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
事

業
展
開
を
支
え
る
人
材
や
高
い
技
能
と

技
術
を
活
か
し
て
生
産
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
日
本
の
成
長
に
と
っ
て
、

新
卒
者
・
若
年
雇
用
者
が
重
要
で
あ
る

と
し
、
各
企
業
に
お
け
る
雇
用
の
拡
大

と
人
材
育
成
へ
の
努
力
を
求
め
た
。
こ

の
ほ
か
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
に
高
度

熟
練
技
能
な
ど
、
数
字
に
表
れ
な
い
も

の
の
評
価
が
重
要
と
の
意
見
や
、
も
の

づ
く
り
を
支
え
て
い
る
第
一
線
の
従
業

員
の
雇
用
や
労
働
条
件
の
安
定
が
大
切

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

弊
会
挨
拶
で
古
賀
会
長
は
、「
雇
用

問
題
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、

労
使
が
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

し
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

し
て
上
で
、「
今
後
も
課
題
認
識
を
共

有
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
や
っ
て
い
け

る
も
の
は
共
同
し
て
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
、
米
倉
会
長
は
、「
新
成
長

戦
略
を
着
実
か
つ
早
期
に
実
現
す
る
こ

と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
労
使
の
共
通

認
識
を
確
認
で
き
た
こ
と
を
心
強
く
感

じ
た
」
と
所
感
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

日
本
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
労
使

で
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

語
っ
た
。
そ
の
上
で
、「
良
好
な
労
使

関
係
の
維
持
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
引
き
続
き
尽
力
を
賜
り
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２９―



「
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
」公
表

―
民
主
導
の
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
よ
る
自
立
型
成
長
モ
デ
ル
描
く

日
本
経
団
連
は
６
日
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
（
連
合
）・
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）・
健
康
保
険

組
合
連
合
会
（
健
保
連
）
と
と
も
に
都

内
で
「
高
齢
者
医
療
制
度
の
再
構
築
と

被
用
者
保
険
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

緊
急
集
会
」
を
開
催
、
健
保
・
労
使
の

関
係
者
ら
約
３
５
０
名
が
参
加
し
た
。

政
府
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
後
の
新
た
な
高
齢
者
医
療
の
構
築
に

向
け
、「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
」

に
お
け
る
検
討
を
進
め
て
お
り
、
年
内

に
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
被
用
者
保
険
に
関
係

す
る
４
団
体
は
、
高
齢
者
医
療
へ
の
公

費
負
担
の
拡
充
を
求
め
て
き
た
が
、
改

革
案
で
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
の
負

担
増
で
給
付
を
賄
う
方
向
に
あ
る
た
め
、

要
望
実
現
に
向
け
今
般
、
緊
急
集
会
を

開
催
し
た
も
の
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
古
賀
伸
明
連
合
会

長
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
が
限

界
を
超
え
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
た
う

え
で
、
医
療
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
公
費
負
担
の

拡
充
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
あ
わ
せ
て
、

地
域
保
険
と
被
用
者
保
険
が
共
存
す
る

体
系
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
続
い
て
、
宮

武
剛
・
目
白
大
学
大
学
院
教
授
・
高
齢

者
医
療
制
度
改
革
会
議
委
員
か
ら
、
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
の
検
討
状
況

が
報
告
さ
れ
た
後
、
４
団
体
の
代
表
か

ら
意
見
表
明
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
経
団
連
の
浅
野
友
靖
社
会
保
障

委
員
会
企
画
部
会
長
が
「
現
役
世
代
の

保
険
料
に
過
度
に
依
存
す
る
と
雇
用
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
社
会
保
障
制
度
と

税
の
一
体
改
革
が
不
可
欠
」
と
訴
え
た
。

協
会
け
ん
ぽ
の
小
林
剛
理
事
長
は
、「
協

会
け
ん
ぽ
の
保
険
財
政
は
非
常
に
厳
し

く
、
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
が
不
可
避

な
状
況
。
持
続
可
能
性
を
担
保
す
る
た

め
に
は
、
政
府
の
改
革
案
の
見
直
し
が

必
要
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
連
合
の

小
島
茂
総
合
政
策
局
長
か
ら
、「
今
回

の
改
革
案
に
は
疑
問
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
公
費
投
入
の
拡
充
が
必
要
」
と
の
指

摘
の
後
、
健
保
連
の
白
川
修
二
理
事
か

ら
、「
政
府
に
は
、
ま
ず
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
示
し
、
安
定
財
源
を
確
保
し

た
う
え
で
、
制
度
改
正
す
る
と
い
う
正

し
い
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
ほ
し
い
」
と

の
主
張
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
政
府
に
対
し
高
齢
者
医
療

制
度
に
対
す
る
公
費
負
担
の
拡
充
を
引

き
続
き
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
、

４
団
体
と
し
て
政
府
に
働
き
か
け
て
い

く
方
針
を
確
認
し
た
。

経
済
政
策
本
部

日
本
経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
は

６
日
、
民
間
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に

よ
り
経
済
成
長
の
実
現
を
目
指
す
「
サ

ン
ラ
イ
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
公
表
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

■
日
昇
る
国
の
実
現
に
向
け
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
よ
っ
て

産
業
競
争
力
を
強
化
し
、
人
口
減
少
社

会
に
あ
っ
て
も
国
民
が
安
心
・
安
全
で

豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
国
と
し
て

い
く
こ
と
が
、
今
の
日
本
に
必
要
な
目

標
で
あ
る
。

■「
課
題
解
決
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
」
の
構
築

目
標
を
達
成
す
る
手
段
は
「
課
題
解

決
型
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
」
の
構

築
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
制
約
、

少
子
高
齢
化
等
、
日
本
が
直
面
す
る
多

く
の
課
題
を
解
決
し
、
経
済
成
長
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
モ
デ

ル
を
世
界
に
展
開
す
れ
ば
、
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

■
経
団
連
と
し
て
の
取
り
組
み

経
団
連
と
し
て
は
、
高
度
な
技
術
と

優
れ
た
人
材
を
活
か
し
、
�
未
来
都
市

�
資
源
確
保
�
人
材
の
育
成
・
活
用

の
３
つ
を
軸
に
、
２２
の
具
体
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、「
総
合
特

区
制
度
」
の
創
設
な
ど
、
政
府
に
よ
る

環
境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

未
来
都
市
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
が
今
後
、
持
続
的
に
力
強
い
成

長
を
遂
げ
る
た
め
、
経
済
界
と
し
て
民

主
導
に
よ
る
自
立
型
の
成
長
モ
デ
ル
を

描
き
、
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
経
団
連
で
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
医
療
、
交
通
な
ど
の

分
野
で
日
本
企
業
が
有
す
る
最
先
端
の

優
れ
た
技
術
を
都
市
に
結
集
し
て
実
証

実
験
を
行
い
、
革
新
的
な
製
品
、
技
術
、

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
教

育
・
子
育
て
支
援
、
観
光
振
興
な
ど
の

取
り
組
み
も
含
め
て
安
心
で
安
全
な
生

活
の
実
現
を
目
指
す
「
未
来
都
市
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
日
本

が
抱
え
る
社
会
的
課
題
の
解
決
、
誰
も

が
住
み
た
い
と
思
う
都
市
空
間
の
創
造
、

産
業
競
争
力
の
強
化
、さ
ら
に
は
国
内
・

海
外
へ
の
展
開
を
通
じ
た
日
本
の
成
長

を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
、
人
口
２０
万
か
ら
３０
万

人
程
度
の
区
域
を
中
心
に
、
全
国
の
複

数
の
地
域
で
、
�
低
炭
素
・
環
境
共
生

�
先
進
医
療
・
介
護
�
次
世
代
交
通
・

物
流
シ
ス
テ
ム
�
先
端
研
究
開
発
�
次

世
代
電
子
行
政
・
電
子
社
会
�
国
際
観

光
拠
点
�
先
進
農
業
	
子
育
て
支
援
・

先
進
教
育

の
８
分
野
か
ら
複
数
の

メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組
む
。

現
在
、
�
公
民
学
連
携
に
よ
る
国
際

学
術
都
市
・
次
世
代
環
境
都
市
�
家
庭
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
型
低
炭
素
都
市
、
予

防
早
期
医
療
創
成
都
市
�
先
進
農
業
・

教
育
推
進
都
市
�
環
境
未
来
都
市
・
環

境
国
際
戦
略
総
合
特
区

を
は
じ
め
、

１３
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。
自
治
体
、
関
係
機
関
、

企
業
間
の
連
携
を
取
り
つ
つ
、
実
施
内

容
、
場
所
、
必
要
な
施
策
な
ど
を
詰
め
、

最
終
的
に
は
２
０
１
０
年
度
内
を
目
途

に
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

経
団
連
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
自
ら
推
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、「
政

策
提
言
集
団
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

「
行
動
す
る
経
済
団
体
」
と
し
て
今
後

と
も
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

経
済
政
策
本
部
、
産
業
政
策
本
部

「
高
齢
者
医
療
制
度
の
再
構
築
と

被
用
者
保
険
の
維
持
・
発
展
に
向
け
た

緊
急
集
会
」
を
開
催

―
４
団
体
共
同
の
ア
ピ
ー
ル
採
択

―３０―
















社宅UR

一
一
月
一
六
日
〜
一
月
一
五
日

�青
�
青
年
経
営
者
部
会

�音
�
埼
玉
音
協

◆
一
一
・
一
七

南
部
地
区
協
議
会（
レ

ン
ゴ
ー
�
東
京
工
場
）

◆
一
一
・
一
九

第
四
六
期
労
働
法
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
第
三
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
二

中
部
地
区
協
議
会（
東

武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
）、
第
三

一
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
四
回
集
合

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
四

安
全
管
理
者
選
任
時

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
五

会
員
企
業
交
流
会（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）、
労
働
法
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
第
五
講（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
六

�青
忘
年
例
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
七

正
・
副
会
長
会
議
、
理

事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
九

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特

別
公
開
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
五
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
三

外
国
人
留
学
生
の
活

用
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
六
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
七

も
の
つ
く
り
大
学
特

別
公
開
講
座
（
共
催
・
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）、
�音
三
遊
亭
歌
之
介
独
演

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
）

◆
一
・
一
二

新
年
会
員
懇
談
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
も
本
稿
の
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
異
常
気
象
の

た
め
に
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

全
国
的
に
酷
暑
が
続
き
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
も
例
年
と
比
べ
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
政
権
交
代
で
の
民
主

党
へ
の
期
待
が
儘
な
ら
ず
不
況

風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。
年
末

に
は
北
朝
鮮
が
韓
国
に
向
け
て

の
砲
撃
恐
怖
事
件
も
あ
り
、
マ

ヤ
文
明
の
暦
が
２
０
１
２
年
１２

月
２１
日
で
終
っ
て
い
る
（
地
球

崩
壊
）
と
い
う
危
機
感
情
報
も

含
め
、
満
更
で
は
な
い
と
も
思

わ
れ
る
節
も
？

昨
年
中
特
に
気
付
か
さ
れ
た

事
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
サ

ン
デ
ル
教
授
（
政
治
哲
学
者
）
の
「
白
熱

教
室
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
第
一
生
命

の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
」
に
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
「
家
族
の
悲
哀
や
絆
の
崩

壊
」と「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
」

で
し
た
。

サ
ン
デ
ル
教
授
の
白
熱
教
室
で
は
、「
気

付
く
・
考
え
る
・
議
論
す
る
」
と
い
う
方

法
で
講
義
を
進
め
て
い
く
の
で
す
が
、
今

の
日
本
（
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
企
業
）

教
育
で
は
余
り
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
鈴
木
・

根
岸
両
先
生
も
こ
の
「
考
え
る
」
こ
と
の

重
要
性
を
力
説
し
て
い
ま
す
。

教
育
と
は
、「
教
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

考
え
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
サ
ン
デ
ル

教
授
の
哲
学
は
学
問
の
原
点
に
位
置
し

「
人
間
が
生
き
る
に
は
と
い
う
学
間
」
と

い
わ
れ
、
数
千
年
前
か
ら
プ
ラ
ト
ン
や
ソ

ク
ラ
テ
ス
が
問
い
か
け
て
い
ま

す
が
、
結
論
は
未
だ
に
出
て
い

な
い
も
の
な
の
で
す
。

こ
の
「
考
え
さ
せ
る
授
業
」

を
高
校
生
時
代
に
留
学
生
達
と

議
論
を
交
わ
し
経
験
し
た
人
に

聴
い
た
の
で
す
が
、
現
在
で
も

そ
の
経
験
が
非
常
に
活
か
さ
れ

て
い
る
と
。
日
本
の
学
校
教
育

で
も
今
後
は
是
非
と
も
採
用
し

て
欲
し
い
と
も
。
そ
れ
が
真
の

「
ゆ
と
り
教
育
」
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

一
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳

で
は
子
供
店
長
な
ど
が
登
場
し
、

夫
と
し
て
父
と
し
て
の
哀
愁
が

漂
う
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
ま

た
、
企
業
内
で
の
上
司
と
部
下

と
の
関
係
や
、
相
も
変
わ
ら
ず

昇
・
降
格
な
ど
が
話
題
と
し
て

採
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
実
態
を
見
て
い
ま
す
と
、
や
は

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
の
欠
如
が
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
も
「
気
付
き
・
考
え
・
話

し
合
う
」
と
い
う
手
段
方
法
を
基
本
と
し

て
こ
な
か
っ
た
ツ
ケ
が
表
面
化
し
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

事
業
だ
よ
り

第１７９回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―３１―



★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

講
演
�
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
は
終
わ
る
の
か
〜
日
本

企
業
に
与
え
ら
れ
た
選
択
肢
」

講
師

�
日
本
経
団
連
労
働
政
策
本
部

本
部
長

高
橋
弘
行
氏

�
一
橋
大
学

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

青

島
矢
一
氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
３
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ

リ
ア

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

講
演
�
「
改
正
労
働
基
準
法
の

概
要
と
実
務
対
応
」

講
師

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

平
田

武
氏

�
弁
護
士

藤
原
宇
基
氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
９
日
�
１３
時
３０
分
〜
１８
時

会
場

�
丸
広
百
貨
店

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
の
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

講
演
�
「
平
成
二
三
年
度
の
日

本
経
済
の
見
通
し
〜
注
目
す
べ

き
経
済
指
標
と
は
」・
交
流
会

講
師

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

平
田

武
氏

�
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

野
田
聖
二

氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

２
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

内
容

講
演
�
「
春
季
労
使
交
渉
・
協

議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

講
演
�
「
産
業
の
情
報
化
〜
２１

世
紀
型
モ
デ
ル
と
は
？
〜
」

講
師

�
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

平
田

武
氏

�
城
西
大
学
現
代
政
策
学
部
准

教
授

渡
辺
博
子
氏

★
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

２
月
２３
日
�
９
時
３０
分
〜
１２
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
会
議
室

内
容

生
物
多
様
性
に
つ
い
て

★
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
２
日
�
１４
時
〜
１６
時
２０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

講
演
�
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か
？
そ
し

て
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
も
た
ら
す
変
革
と
は
？
」

講
演
�
「
ク
ラ
ウ
ド
で
実
現
す

る
�
コ
ス
ト
削
減
��
事
業
継

続
��
グ
リ
ー
ン
経
営
�」

講
師

�
富
士
通
�
ク
ラ
ウ
ド
ビ
ジ
ネ

ス
企
画
本
部
本
部
長

阪
井
洋

之
氏

�
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
営
業
統
括
部
部
長

中
西
弘
幸
氏

★
労
務
委
員
会

日
時

３
月
７
日
	
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

４０４

内
容

講
演
�
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し

よ
う
〜
現
場
で
肌
で
感
じ
た
問

題
意
識
を
真
剣
に
追
求
す
る
こ

と
の
大
切
さ
」

講
演
�
「
ト
ッ
プ
の
�
思
い
�

と
シ
ン
ク
ロ
し
た
教
育
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い
て
」

講
師

�
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ
ネ
マ
�

社
長

宮
田
昌
紀
氏

�
同
社

人
材
開
発
担
当
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

内
橋
洋
美
氏

★
第
３
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
９
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
「
企
業
を
伸
ば
す
リ
ー
ダ

ー
の
条
件
と
は
」

講
師

�
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
レ
イ
ン
代

表
取
締
役

新

将
命
氏

★
第
２４
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

日
時

３
月
１７
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

内
容

基
調
講
演
、
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第第22回回 埼埼玉玉県県障障害害者者アアーートトフフェェスステティィババルル開開催催中中！！

お問い合わせ・お申し込み

埼玉県障害者
アートフェスティバル
実行委員会事務局

（埼玉県福祉部障害者福祉推進課内）

TEL ０４８‐８３０‐３３１２
FAX０４８‐８３０‐４７８９

平成22年12月7日�～平成23年1月30日�
バリアフリー鑑賞会
映画館に行こう！
平成２２年１２月１８日�・１９日�・
平成２３年１月８日�・９日�
ユナイテッド・シネマ浦和
＊チケットの購入が必要です。
（障害者割引１，０００円、
付添いの方１名も１，０００円）

協賛事業
「映像のまちづくり」シンポジウム
平成２２年１２月４日� 彩の国ビジュアルプラザ

舞台芸術
近藤良平の公開ダンスワークショップ
平成２２年１２月１４日�・平成２３年１月１４日�
彩の国さいたま芸術劇場

ジェニー・シーレイの演劇ワークショップ
平成２３年１月２６日�・２７日�・２９日�・３０日�
彩の国さいたま芸術劇場

美術
「みつめあい」展
平成２２年１２月７日�～１２日� 埼玉県立近代美術館

セミナー
福祉を変える「アート化」セミナー
平成２２年１２月１１日�・１２日� 埼玉県立近代美術館

埼埼玉玉音音協協
協協賛賛
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